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大願憲海と長谷川家の粉本

松尾 芳樹

幕末期に六角豊能満院の住職となり､仏画制作と出版を行う工房を主宰した大願憲海は､一

時山王寺に寄宿し､弟子とともに長谷川家の所蔵する粉本を写した｡この長谷川家は桃山時代

の画家長谷川等伯の息子宗也の兼高である｡宗也から明治期の等宗に至る江戸時代の長谷川家

については､従来注目されることが少なかったが､諸記録の発見により徐々にその系譜が明ら

かとなってきた｡能滴院旧蔵の長谷川家関係粉本からは､彼らが絵仏師として広い活動範囲を

持ち､畳茶羅の制作も行う専門的な工房であった様子がうかがえる｡憲海は青年期に長谷川家

の絵師や粉本と出会っており､後に能浦院工房を開くにあたり､長谷川家から学んだことを活

用したと考えられる｡

主要項目･六角堂能満院 山王寺 大願憲海 長谷川等伯 長谷川宗也 長谷川家 絵仏師

粉本

Dalgan-Ker止alandthePaintingExamplesoftheHasegawaFamly

ByMatsuoYoshlkl

DalganKenkaiassumecltheposltionofmasterofRokkakudoNoman'lntempleattheenclofEdo
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1.はじめに

幕末期の真言僧憲海 (t'が弟子大成(2-とともに会津を離れ入洛した際､六角堂能満院に入る

直前に当座の拠点としたのが､室町通仏光寺にあった山王寺 .̀'"である｡この山王寺寄寓期に憲

海らは､長谷川家所蔵の粉本を精力的に収集した｡憲海は弘化4年 (1847)から寡永3年 (1850)

までの約3年間山王寺に滞在したと考えられ､弟子大成と現光(4'を含めた三人が､烏丸通仏光

寺近くに住んでいた長谷川家の所蔵する粉本を模写したのである｡

この期間の年紀を記す長谷川家関係粉本だけで 129点あるが､他に山王寺寄寓期の制作と推

定できるが年紀を欠くものや､能蒲院への移転後に長谷川家粉本を模写したもの､また憲海の

長谷寺修学時代に模写したものなど､長谷川家に関係する粉本は白描 180点､版画2点を数え

る (表 1)｡彼らは長谷川家の模本をしばしば長谷川本と呼んだ｡憲海らが仏教図像を収集する

過程で､これほど大量の粉本を-箇所で収集した例はなく､特別な理由があったと思われるが､

その経緯を物語る資料はない｡

この長谷川家は､桃山時代の画家として知られる長谷川等伯 (1539-1610)の末南である｡

長谷川等伯については､近年急速に研究が進展をみせているが､その画系について論じられる

のは未だその弟子や子の世代にとどまっているのが現状であり､江戸時代後期の世代に至って

は断片的な情報が知られているにすぎない｡嘉永年間に編集された F古画備考』においても等

伯の孫以降の長谷川家画家についての記述は極めて断片的である(5)｡こうした状況はその後も

大きな変化はみられず､画史からは長く忘れられた存在となっていた｡それが昭和戟後期にな

ると､土居次義民及び山根有三氏の論考(G)により等伯の末筒について言及されることも増し､

江戸時代の長谷川派についての研究基盤はようやく整い始めたといえる｡近年では宮島新一氏

の普作 (7)により一般にも紹介されるようになり､徐々に江戸期の長谷川家の事跡が歴史の視界

に入りつつある｡

憲海らが収集した長谷川家に関する粉本には､原粉本の墨書を書写して長谷川家の活動を記

録するものがあり､そこには原本の所在や､注文者の情報や､書写年および書写者などが書き

込まれている｡こjlらは､江戸後期における絵仏師長谷川家の事跡を記録する興味深い資料と

して注目される｡

憲海は青年時代の長谷寺修学中に長谷川家の手になる粉本を再三模写しており､その存在を

早くから意識していたと見られる｡晩年の憲海が図像収集の大願を期して京都に入った時､長

谷川家は数少ない洛中の知己であった｡18世紀から19世紀にかけて長谷川家が絵仏師として

京都において存在感を示していたことは､これから新たな事業を立ち上げようとする憲海に､

少なからぬ影響を与えたものと考えられる｡

本稿は､憲海の京都における活動に深く関わった近世の長谷川家の動向について､彼らの系

譜を検証するとともに､憲海らが記録した長谷川家関係資料が示す内容を踏まえてその活動に

ついて考察し､能満院における憲海の事業-の影響を論じるものである｡
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2.長谷川家の系譜

江戸時代後期における長谷川家の活動を明確に伝える記録として流布するものは少ない｡近

世末期の認識を示す 『古画備考jの記述を例にあげるまでもなく､きわめて限られたものとい

わざるをえない｡長谷川家の系譜に関する資料として最も古いのは､本法寺日通 (155ト1608)

が等伯の語るところを記述した 『画説』に記されたものである(8'｡同書には二件の系図状の図

が示されているが､これには雪舟と等伯の関係を記述する以外の意図は見られない｡ただ､晩

年に等伯が ｢自雪舟五代｣を名乗るようになる根拠の一端を記すものとして重要である("0

従ってここで論じる主題において基本資料となるのは､長谷川家の系譜としてすでに公刊さ

れている三種の系譜と京都の伸家が所有する 『長谷川家過去帳』である｡近世の長谷川家の動

向をうかがわせる数少ない資料を検証するところから､長谷川家系譜の考察をはじめたい｡

最初に 『七尾町旧記』に収録された長谷川家系譜をあげる｡大正初期に発見されたと考えら

れている資料(10)で､能登七尾に住んだ等林が文化6年 (1809)に記したとされる｡等伯より

はじまり､彼の三男宗也以後に連なる京都の長谷川家について､当代にあたる長谷川等鶴まで

を略述する｡｢自雪舟五代｣を意識した等伯以後の累代の継承については記述がない｡等伯に

ついては､狩野祐雪 (?-1543)の弟子となり､その没後山口の雲谷等益 (1547-1618)の

弟子となったという伝を伝える｡等林は七尾の本延寺の檀家とされるが､仲家が所有する 『長

谷川家過去帳』にもその名があり､そこに京都の本法寺 (‖)に葬らjlたことが記されているので､

京都とつながりの深い人物であったことが推測される｡本法寺を本寺とする本延寺は日蓮宗の

寺院で､等伯の生家たる七尾の奥村家の檀那寺である｡本系譜の記述は簡略であり､もともと

忘備録あるいは略本として記述されたものと思われる｡等林自身が記した原本は残っておらず､

これを収録した 『七尾町旧記』そのものが原本を失い､写しを残すのみである｡以下この系譜

を旧記本系譜と呼ぶことにする｡

ちなみに､ここに提示した F長谷川家過去帳』は長谷川等伯の画系を継承する京都の仲家が

所有するもので､雲母引きの紙を用いた折帖の体裁を採っている｡宗也以後宗清に至るまでの

長谷川家の檀那寺であった信行寺 ‖2)で発見されたもので､等伯の長男久蔵 (1568-1593)が

亡くなった文禄2年 (1593)以後明治26年 (1893)までの京都の長谷川家の縁者について､

忌日を書き留めている (表2)｡

その序 (-】)によれば､天明8年 (1788)の大火で焼失したものを､他の過去帳から謄写した

ものらしく､後に述べる仲家本 《長谷川家系譜》と同様の成立状況がみられる｡何から謄写し

たか記述した部分は欠失しているため判然としないが､長谷川家の旧檀那寺である本法寺数行

院の過去帳とは記述の一致が見られ､各檀那寺の過去帳から謄写したものと推測される｡した

がって､転載の過程で記載漏れ､誤記が発生する可能性は避けられない資料であるが､墓碑の

多くが失われた現在､極めて貴重な記録である｡

次にあげられるのが､京都の仲家が所蔵する 《長谷川家系譜》 (】4)である｡これは､巻子に仕

立てられており､巻首に記される序により伝来の経緯がわかる｡すなわち､はじめ等伯の孫に

あたる宗雪が作成したが､この最初の系譜は天明8年の大火で焼失した｡ところが､宗雪の孫
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表 1 能満院旧蔵粉本長谷川家関係資料

通芥 名称 材fJil技手= 日数 捌作 者 I;iullI.:咋
1 I J.茶gl'E-.輪花瓶文様茄'i等l雲l 紙本l̀ 1枚 大尉( 文政9才

1826 07Jl5 28.22 5-.茶維 】 秋本■ 1枚

大1,yt 文政9i 1826 07_/15 17_33 汚茶維 呈1 秋本l lWi(4紙)大願 文政93 1826 07_/15 40_6

4 粗茶緋 培地文様図 秋本白書 1枚 大新 文政9才 1826

07_/15 106_35 57事茶 ･文 等rgl 紙本臼ー 1枚

大願 文政9∠ 1826 07ノ15 28.16 莱 ljILヰ1 雑

木自書 1枚 火脚 文政9-/r 1826 07ー/15 28.07 ',TlJ素描 文 帝国 紙本 1枚 大lqi 文政9∠ 1826 07-

/15 27.98 1;.[瀧櫛 鞘図 秋本 】 1枚 人軌 文政9

.i 1826 07Jl5 40.59 ･!1.茶 界線文

怪】 秋本 1枚 大尉 文政9-i 1826 07_/15 80.6lO 乾 I,-

7.莱 光背地 ー 秋本l 1枚 大尉 文政9∫ 1826 07_/15 14.0ll 文 秋本 1枚 大願 文政9∠ 1826 07ノー5 33.6

12 金岡 i.I:茶郡 輩草 等袋 紙本さ;I..Tt 1枚 大願 文政9'L 1826

07ノ15 30.213 毘沙PrJ天象茶雄図 (中) 紙本白描 1枚 大斬

文政 12咋 1829 05_/21 149.414 毘沙門天生業経国 (右) 献本白描 1枚

大願 文政 12年 1829 05ノ21 158.315 毘沙門天史茶維匝】(左) 秋本白IEl(FE. 1枚 大願 文政 L2咋 1829 05J21 15

8.116 孔雀 二巨像 紙本白 淡彩 1枚 大願 文政 12J/≡

1829 06JlS 164.217 ,5:I 冠 .龍 .飛召+dk】せ

紙本白 ∫ 1巻 大願 天一光2-i 1831 10_/02 27_918 図 耕こ Elk 1枚 大成 弘化4∠ )847 06J

23 39.019 大威徳明王像 細: -部朱描 1枚 現光 弘化

4∫ 】847 06_/29 165.220 心地LtL 紙

淡彩 1枚 大成 弘化4イ 1847 06_/30 38.921十二天 (右) 紙 1枚 大Wi 弘化41 1847 07ノ02 148,5

22 十二天 】(左) 紙本 1枚 大願 弘化4ま 1847 07ー/0

2 133,023 母像 紙本 淡彩 t枚 大願 弘化44

1847 07ノ02 lらl.824 利迦k]li別図 紙本

1枚 大願 弘化44 1847 07JO3 68.825 敢明王像

郷:本E 1枚 大願 弘化41 1847 07ノ03 96.426 五大l王像 秋本 米彩 1枚 現光 弘化4-i 1847 07J03 L

92,027 桝才 五童子像 秋本 1枚 大鵬 弘化4J/ 18

47 07ノ04 112,028 不動【王二童子像 秋本 部分淡彩 1枚

大成 弘化4イ 1847 07_/05 134.029 五大【王像

紙本 1枚 税光 弘化41 1847 07ノ05 116.230 金阿 子像 紙本白 1枚 大願 弘化4∠ 1847 07

_/05 92_331 多不ll偵 秋本1:lり 1枚 大成

弘化4∠ 1847 07_/05 77_532 愛宕 現像 紙本l 淡彩
1枚 大成 弘化4イ 1847 07_/30 90.833 九 現像 郷こ本l 淡彩 l枚 大成 弘化∠ti 18∠17 07_/30 I.37.

534 野凹 lI雲J 紙本 1枚 大成 弘化4-i 18

47 08_/01 112.035 茶Ht[=-Yl 紙本 淡彩

1枚 大成 弘化4∠ L847 08_/02 105.036 像

紙本 1枚 大成 弘化44 L847 08_/03 85.637 野凹 軸i】

秋本 淡彩 1枚 大成 弘化4J' 1847 08_/03 102.838 王像

秋本 1枚 大成 弘化4∠ L847 08ー/03 44.139 袈排匝】 紙本 1枚 大成 弘化∠l∠ L847 08

ノ03 46.540 明失言字 免茶維l葵ー 紙本 淡彩 1枚 大成

弘化4-i L847 08ノ09 76.541 台蔵界大日勿 ミ像 秋

本 1枚 大成 弘化44 1847 08JO9 72.642 瀧水観音像 紙本 1枚 大成 TJrL化4イ L847 08Jl

0 140.843 役行者像 紙本 1枚 大成 TJrL化4イ L84

7 08_/10 93.744 五鞍文殊苦訂 秋 1枚

現光 弘化∠lイ L847 08_/ll 65.245 虚空蹴菩 紙木

1枚 .呪光 弘化∠11 i8∠17 08_/ll 152.546 jJtLEl児延命菩

紙本 rL淡彩 1枚 大成 弘化4イ 1847 08_/12 60_847 _茄.F7文殊勘●竺 紙本 'II-淡彩 l枚 大成 弘化4-i 1

8∠17 08_ハ2 114_048 空蔵菩腔 祁:杏

1枚 llL光 弘化4イ 18∠17 08_/12 130.049 越阿弥 経本 り 1枚 規光 弘化41 1847 08Jl5 114.0

50



法鬼(族) 印j-17 17谷川家r対係備望

法hfl帆/CE)79.2 I二rJllL 1{1=TJl長そ川 等伯写本 収蔵番号 *1 lgJ録席}'I*2米成-
100836.2 長谷Jl等鶴 :本

衆成-100927,8 B 】 長谷Jl竿鶴
′一本 ,R成一10)028.0 B-J 長谷JL等鶴 :̀本 栄成-1011

82_0 長谷/1等伯 本 米成-10
1240_6 Br:J 長谷H等砥 :本

米成一101369.3 B ∫ 長谷JI等位
写本 衆成一101438.2 BEr] 長

谷Jl等屯写本 米成一101513_9 BE1 長谷Jl等鶴写本 l

R成 一101624_3 BE】 長谷)[ 鶴写

本 掛JR-101748,7 長手HltE鶴写本20.1 長谷Jlヽl鶴写本 'R成一lOt7A

60.4 C印 長谷Jl3

:1750等砲 ('j3'-)L伊之助写本 ('政 lo=1798)(於花山元慶寺).長谷川音右衛門LgJ(La延∫ 架成 -1069)摂州北山本山寺-松平な訓祷60.1 C即

長谷)Il等鶴 (Tl-).伊之助写本 (I)摂川北山本山寺へ松平でtlUり布 政 10=l798)(於花山元慶寺).長谷川-ftj:-右街門図 (斑延∫ 'R成一JO70.

a60.9

C印 長谷ノ】3:1750)等他)鞍!州('A'-).伊之助写本 (北山本llI寺へ松中桁訓符 政 10:1798)
(於花LLl元巌寺).長谷川音右衛門囲 (蒐延 米成一1071

125.0 長谷Jl･一概 (n'-)写本 (!;吉和l元:180).Jj;[:本11llrfi'i-院方丈 雑成-2179

864,5 長谷JlA.771

'Gylデ本 舵成-L112583_5 長谷)leJ叉雲 (紀州柵瀧院御芸l孟

以天井雛形) 光成一414394.7 長谷Jl笥叔 (㌍一
郎)写本 雅成一2162106.3 長谷

)Jl笥 文匝?60_3 Dにー 長谷J】民本 光成-225159.5 長谷J

l氏本 卿友一225282.2 長GJl等伯 (等廓)写本 (文化2:

1819) 米成一222138.4 LiTFJl氏本 米lJR-215762.2 AF;】 長谷Jl氏本 (天保 7:18.36).lJf.本今1朗少L法寺什宝.備前遵鴫宝鳴音注文

',R成 -217585.5 長谷/l等叔 (JLT一郎)L乳 加'Il浦注文,金沢宝

炎紳寺収次 米成一217244.5 長谷Jl等叔写本 (天保 10:1839).原本比叔山=X.樹院鼓本 (袈=Lt兆殿司諏l宙都興福寺什宝)
雑成-221488.8 山谷ハ氏本

43.7 長谷Jt氏本

,R成一217051.2 長谷Jl氏本 栄成一218

360.1 心iiJl氏

本 矧JR-406238.6 長谷′ー氏本 掛JR-4083

53.5 長谷)I氏本 架成一406578.2 長谷′ⅠJモ本 '

RJJE-405239_1 長谷11氏本

米成一400245.0 長手‖ー氏本 米収-407446.8 A印 長谷

Jl等叔lgJ27.5 長谷)J氏本

62.2 長谷)1民本60.5 ･良#)I数!.FJ図 (

文化 Ⅰ5:1818).愉悦玉-と専従文 掛荻-10206.3.1 長谷)l笥舟 (天保 14:1843).大利小 iJ)i-E:I=l生11=.文 掛戊

-102258.5 長谷)l笥枚

一. IR破 -204060.0 長谷Jl氏本 (長手HJl等叔写本?)(天保8=1837),J駄本泉州花林寺什物
舵成一30484.3_6 長Z_Hl 本.宝鴫寺.ij.三文 雅成一20

53132.7 長谷Jl笥 叉匡.敬ll僧坊金光院は文26_8

長Z_Hl氏本74.3 長谷)J

氏本 (長谷川等収Ll?) 掛戊-205297

.5 長谷J】等鶴l套 光成 一208599,8 長谷)[氏本

,,kJJE-114280_7

長谷)l氏本 掛荻-日3784

_2 長谷Jl氏本 米収-113159.4

1%#)T氏本75.2 長谷)I氏本 米収 -H4038_7



63 地蔵菩薩像 紙本土 1枚 現光 弘化4年 1847 09J

O2 148.164 地蔵 健保 紙本l… 1枚 現光 弘化4年

1847 09JO4 112.865 孔子- 保 刺 自 1枚

規光 弘化4-r 1847 10_/02 127.066 釈迦--六番~111

図 # 白 I 1枚 現光 弘化44 1847 10Jl6 147.067 釈迦十六喜神図 # 白 1枚 現光 弘化4-i 1847 10ー/18 13

6.568 釈迦十六番神L窒】 経本自 1枚 大I,gfi 弘化4年

1847 11J03 135.069 鳥相渋摩明王像 紙本臼 1枚

現光 弘化5年 1848 02_/?? 112.070 敵# 紙本

l ( 1枚 大願 弘化5∠ 1848 02_/?? 115,071 某僧 毅

紙本l 1枚 作者不詳 弘化5∠ 1848 02_/04 59.672 法然 光大師i),i.:壁)像 i 1枚 作者不詳 弘化5年 1848 02

_/09 55.273 法然 (円光大師線空)イ象 紙 自 1枚 現光 弘化5年

1848 02J09 140.074 親幣 (見真大師)像 千 自

1枚 大lili 弘化51 1848 02_/09 60.575 法然 (円光大師源空)像

紙本 1枚 現光 弘化5才 1848 02_/lO ll2.276 一遍上人智共像 雑本l 1枚 大願 弘化51 1848 02｣ユ0

38.077 i-# 然対LnLi1 紙本l 1枚 大願 弘化5iF

1848 02/15 75.478 法然 ⅠJ光大師源空)像 ★ 1枚 大脇

弘化5-4= 1848 02_/15 56.279 法然 光大師源空)像 #

1枚 大願 弘化5年 1848 02_/15 112.580 浄土 ‡宗七高イ馴毅 郷二本E 一枚 大願 弘化5![ 1848 02Jl5 10

6.281 聖徳 像 秋本白 1枚 作者不詳 5)J'i;.-永元

1848 03_/16 84,582 五大 空域菩薩像 紙本臼

1枚 大願 3),I.永元1 1848 04_/23 log.483 某伯像 紙本臼 l 1枚 大願 義永元左 1848 05_/03

67.184 孔雀 王像 紙本木版Eti,刷 1枚 大成 貰永元∠

1848 05_/04 183.085 智概 正像 紙本臼 淡彩 1枚 硯光 -fJl

と永元∠ 1848 05_/04 68_086 其僧毅 舵 白 1枚

大成 末永元く 1848 05_/15 77.587 某僧像 符 白

1枚 大成 -Ti:.永元 1848 05Jl5 54.488 達磨保

紙本白 1枚 現光 一一永元年 1848 05_/17 63.589 兜天像 紙本臼 1枚 大軌 .大成 .現光 義永元年 1848 06_/1() 96.

790 E天像 紙本臼 1枚 大I,qi.大成 .現光 -gf永元年 18

48 06_/10 96.891 伊舎那天像 紙 白 1枚 大願 .大成 .現光 末

永元年 1848 06_/10 96.292 帝釈天像 紙本 1枚 大願 ー

大成 .現光 薪永元i 1848 06JlO 97.293 火天像 紙本

Il 1枚 大願 .大成 .硯光 就永元i 1848 06_/10 97.294 焔摩天像 紙本臼 1枚 大願 .大成 .硯光 義,-&永元i ユ848 06_ハ0 96_

595 地天象 紙 良 1枚 大願 .大成 .硯光 piJ';吉永元

1848 06_/10 97_096 月天象 舵 白 1枚 大願

.大成 ー現光 i..吉永元 】848 06_/10 96.797 毘沙 】̀】天像 紙 白 1枚 大願 .大成 ー現光 茄永元年 1848 06ノ10 9

7.398 凧天像 紙本 ユ枚 大願 .大成 ,現光 毒,L.吉永元年

1848 06_/10 97.299 水天毅 紙本 1枚 大願 ー大成

.硯光 諺永元年 ユ848 06ー/10 97.0100 雄葬天像 紙 t】 1枚 大願 ー大成 .現光 義,!.吉永元iF 1848 06_/10 96

.5101 変数染茶維一画 紙 白 1枚 大成 .現光 永元咋 1848

06_/29 79.5102 if 観音像 紙本白 1枚 大成 永元イ 18

48 07_/23 38.0103 ff 観音像 紙本 一部著彩 1枚 大成

永元i 1848 09_/13 92.8104 其憎象 (持払子) 紙本臼

1枚 大成 ;永2 1849 01_/08 78,3105 普野 薩イ
√ 紙本白 1枚 規光 ,-永2 1849 01_/ユ0 89_5106 lT憎像 ( 払子) 紙本 ユ枚 大成 ;永2年 1849

01_/19 55.7107 ー山大R 宣像 紙本 1枚 大成

..永2年 1849 01_/21 92.2108 軌 lJ 紙本 淡

彩 1枚 大成 3),'ft永2年 1849 OL/26 76.0109 不尉i像 秋本 1枚 大願 克f-永2年 1849 01J29

67.1110 月江堤某イF]1(象 紙本白 1枚 現光 某永2iF 1849 01

_/30 66_0Hl 某偶像 (持払子) 祁こ本白 1枚 大願 5

;JJf;-永2iF 1849 02ノ01 85.8112 某イ剛毅 (持払子) 郷

二本 一枚 現光 E.永 2年 1849 02_/02 67.9113 某佃像 (持竹箆) 経本 1枚 大願 -永21 1849 02_/02 67.

4114 共僧像 (才~払子) 秋本白 1枚 現光 ..永2-i
l849 02_/02 66_3115 Ll佃 (̀ 払子) 経本白 1枚

大願 .-永2 1849 02_/02 64_0116 照完其イ馴象 紘 ､



98.8 長谷J氏本 (天保7:1836).∫)ノ順L正院臼三文.原本束寺什宝 米成
一210054.7 長谷I氏本,原本伝張.ltl31H

米成一211272.5 ー谷Jl氏

本 ltR成J=8093.0 ;谷)氏本 米成一109
676.5 -%TJJ氏本

90.5 長谷JE ゝ }

RljR-109553.2 長谷Jー

等 図 光成一216527.5 A ー 艮

科 ll氏.38.5 A ∫ 長GJ

Jl等 図 米成一:328138_4 A 】 ー谷日氏 13
002084360079_3 Al1 谷/I氏 I,原本紫生光Fリ.侍 イ-一

物 130020844700 米成 -325248.5

㌻谷Jl 本 米収-326092_3 A印 長谷J
l16.5 Al 長谷JJ氏

米成一,3263160.3 Al 長谷Jl氏 ＼ ).30020841000
雅成一324646.1 Al1

谷Jl ゝ61.8 A

谷ノー ゝ37.9 S)Il氏本 架成一3262

38.0 ti=氏本90.3 谷)J氏本

56.5 Al;】 谷J

l 米収-3200125.3 谷ノー等 (iJlL)写本 (事和元:1801

).原本智qi-院方丈 振回-02944.i AF; 谷Jl等 [凱 智(.

'fi'il堤lllll城収次 Jt{成一318961_8 AE∫ 谷Jl上 ゝ

46.2 A】三∫ 谷JlE34.7 Af-

1 谷Jl氏 雅成一320337.8 Al;】 長%)J等 文写

本.大オ 林寺 三文.JEr 大和箸尾大 寺宝具 雅成一223938.2 A仁】 長谷)J等 写本.大手JT=I林寺 三文.J3㌢r=大利箸尾大 寺宝具 卿友一2

24037.8 AE 長谷日等 文写本.大手 林寺 三文.Jl7' 大和箸尾大 寺

宝具 Jljt成 一224137_8 AE】 長谷′l等文写本.大孝当林寺
文.I5'iI 大和箸尾大 寺宝具 雑成一224238.2 Al;】 長谷Jl等叉写本.大才当林寺 文.J5il. 大和省尾大 寺宝具 米収-2243

37_8 A印 長谷Il等叔写本.大 T=ー林寺 三文,原】 大和%尾大福寺宝具
光成一224438_2 AE】 長谷Jr等叔写本.大 林寺 文.IiTl 大和讃

)=-%大福寺宝具 米成-224537_8 AE1 長谷ll等叔写本.大 I

林寺 三文.原本大和 尾大福寺宝具 米成 一224637,8 A印 長谷Jr等叔写本.大 [_林寺7文
.原本大和 尾大 寺宝具 米成-224738.1 AE】 長谷Jー等叔写本.大利与l林寺 文.原本大和 尾大 寺宝具

舵成一224838.2 AEー 長谷Jl等叔写本.大和当林寺 文.偵 大和老尾大福寺宝具 米成一22

4938.0 A仁】 長谷日等叔写本.大和_∩林寺.iii文.磨 大和箸尾大福寺宝具 米収-2250

63ー5 長谷Jl氏本

米収-106727.7 長谷Jl氏本

56,5 長谷Jl等機図 (栂尾l_LJ所故) 米成一

202841.3 AE】 長谷Il

等 図36_2 長谷日F吉郎写本 (天保4:1833).天捕宝珠院注文 米成一2074

34_2 Ar;】 長谷Jl等 lg

J34_6 A印 長谷Jl等

他l雲1 光成一303.342.6 AEJ 長谷Jl氏本

米収-323546.ユ AE】 長谷Jl
氏本 米成-323034.6 AE】 長谷Jl上t事,大坂難波月日

二院56.8 AEJ

長谷Jl氏本44.7 Al;ー 長谷/l氏本

42_6 A仁】 長谷JI民本
44_1 Al三】

谷Jl氏38.3 AE1



129 大ilELLl共憎像 紙本〔 1枚 大成 -3),'t.永2年 L849 02ー

/09 68.0130 其 ∫像 (持払子) 水本l十 1枚 大成 窟永2

咋 1849 02JO9 66_0131某 像 (持払子) 紙本lJ 1枚 大成 毒,

'fT永2-/llf. 1849 02_/09 53.1132 其イtLY.目敏 く持払子) 紙 ー̀

l 1枚 大成 -))'[｢永2咋 1849 02ー/09 68.4133 某 像 (持払子) 紙本l 1枚 大成 毒,la-永2∠ 1849 02_/09

67_7134 trf 敬 紙本l 1枚 大成 5).75-k2-i

1849 02Jl2 44.8135 宝福寄集僧ー象 紙本 I 1枚 大

離 ):fTjk2i 1849 02_ノ12 51.5136 隠之像 紙本

1枚 大JGTi ?,'六(永2イ 1849 02ノ12 67_5137 某僧像 (持払子) 紙本白 1枚 大成 甘T永2-i 1849 02_/12 68_0

138 某イ馴象 (持払子) 紙 1枚 大成 .5,-ll永2-1 1

849 02_/12 48.6139 某 卜像 (持竹箆) 紙 1枚 大願 Trp,

読i永21 1849 05_/29 66_0140 如言､輪観音像 紙

淡彩 1枚 大成 吉式;永2∠ 1849 12ノ02 55_3141 十三仏図 秋本 -左馴糾 1枚 長谷川等他 茄,-永21 1849 12_/07

102_7ユ42 虚空践響. 不動毘沙Flq像 紙本 1枚 大成 薪

永3 1850 02_/08 53.9143 釈迦三や 紙本l 1枚

大成 茄永31 1850 02_/20 76.5144 薬代了iiEll来像 紙本 】枚 大願 毒,l六f永3イ 1850 04ノ25 93.0

145 薬師如来像 秋本 1枚 大成 封T永31 1850 05_/05

93.0146 大威徳明王像 秋本 1枚 大願 -LJ,-永3-/i

1850 10J27 118.0147 十三仏図 紙本 1枚 大成 義

f-永4-1 1851 03J20 99.3148 釈迦十六､沓神図

離本 1枚 大成 義Z-永4J/ 1851 07ノ21 107.5149 釈迦十 -善神LgJ 紙本墨追 1枚 大成 永44 1

851 07_/21 144.0150 蓉名称吉祥王如来像 秋本 1枚 大成

永4-/L 1851 07_/29 28.0151釈迦十六､酋神国 秋本

鎚 1枚 大成 永4∠ 1851 08_/21 138.5152 須弥概匡

T 秋本白 1枚 大成 永41 L85l 08_/22 28.2153 釈迦十六､沓神図 秋本白 1枚 大成 永41 1851 08_/27 99.8

154 十三仏図 秋本白 1枚 大成 永41 1851 0

9_/】0 75_1155 釈迦十六番神図 秋本白 淡彩 1枚 大成 薪水ili

1851 09J21 128,5156 十三仏桓 紙本白 1枚 大成

-3Llf永41 1851 10J23 71_5157 堂観音像 紙本臼

1枚 大成 -lL117k4,/ 1851 lop/24 67_6158 _TT_暫文 三菩薩像 秋本自 ユ枚 大成 義,fl7k44 L851 ll_/0

4 133.8159 大l;' 三健保 紙 淡彩 1枚 大成 -gf-永

51 1852 02U/09 104.2160 仏 仏 紙 1枚

作者不詳 永6才 1853 12_/?? 147.4161 蛾盛光仏頂虻茶君捉Ⅰ喜】 紙 1枚 作者不詳 永71 1854 08Jl1 7

7.7162 千手観音免奈維Bl 経本 t枚 大願 永71 1

854 08ノ15 92.3163 吉祥天 茶雄図 水本l 1枚 大願 永71

1854 08_/15 149,2164 不動免茶雄図 細こ本E l帖(4紙

)大尉i 安政5ゴ 1858 10_/20 27_5165 虚空蔵菩薩像 紙本

1枚 大願 江戸崎 '後期 i9ltlCenLury 151,5166 不動明王像

紘 1枚 作者不詳 戸時代後期 191hcentury 48,8167 排才天像 舵 彩色 1枚 大成 iI:戸Il#代後期 19lhccーlt

叩 90.1168 和合神図 紙 1枚 大成 iI二戸時代後期 19lhcc

nL叩 82.8169 臥 大師空海像 紙 1枚 現光 fIr.戸時代後期 19

1hccntuy 38.0170 追 ー三傑 紙 1枚 大赦 江戸崎

代後期 !9LhccntlLnー 56.017ユ 七l…イtT.'像 紘

L枚 大願 江戸rFT代後)yj19lhcentury 46.5172 浄 宗三祖像 紙 1枚 大願 ･iIL戸lミ代後JP】19thcenl叩

56.5173 言登空係 紙本l 1枚 作者不詳 氾二戸ll,



45_.3 Al】 長谷′】氏本 米成一
.309240_6 Al】 一

手川34_6 A 】 I-#Jl 葵ー

43.5 A 1 =谷/l氏本

53.4 Al=∫ J長谷JJ氏本.34.4 Ar:ー 長谷′】氏本 (延事元:1744),肥 墓守恵雲 卿戊-323Ll
34_2 AE;】 谷Ii氏本 (宝暦6:1756),伏見

福寺 米成一322044,0 A仁I 長谷Jl氏本 (元文4:1

739).下 昌寺43,9 A仁∫ 長谷Jl

34.3 A仁 谷Jl 蛋49.0 A一

三ー 1iJI氏本38.3 谷′】よ

り 合位牌41.6 坂下 谷 卓l'lnj画.版元や -善哉より天王寺屋へ
30.6 依長 l■紬 乱 智桃院軌 注文

,鍵屋又平取次.安房音ー!順 守45.7 谷Jl上. .舶上良典注文

lJR成一108662.7 谷

Jl旦 本60_0 長谷)J含 I一 本

ll{成一ll5478_4 長谷Jl∫ 料)A-2164

42,5 依長手川 l'i;他

凶校合128.5 長谷ノー∫

77.8 長谷Jl～ 1

20.6 依長′=l草地I亘E65_0 妓谷Jr偶

48_7 長谷/l 光成一4136104_5 応答‖汁

44.3 依長谷)[8;.砲煙ー校合.越後浄鱗法院注文

63.5 長谷J氏 米成一109338.0 依長谷)l字鶴歴ー校合.那珂 ;.#-1' 南部屋宗太夫件注文.徳E:lII柑風樹捉糾淋政次

'JjE成一119036.2 依長谷Jl-iI.鶴図校合.那珂 J-輩Jl' 南部屋宗太夫件注文.徳n]村

風樹災観梅取次74.7 依長谷Jll学俄rgT.二l二佐普門

JJ7妙行注文52.5 依長谷)l
字俄煙一校写.長浜‡Z照寺･滞京院臼三文 米成一2119102.7 laG)Iil又写本

56.0 谷Jl∫ 光成 一103Ll7

9.6 谷)l杏犯写本 米収-105565.9 谷Jl氏本 (古写校本) 卿jE-1

〔)7∠l38.3 A印 谷Jl民本

132.5 谷Jlき I26.6 谷)l∫

I yri成-21.3238.3 谷Jl-9 (天保8:18

37).原本洛西東寺什物 127.2 長谷)l氏本 1

),rR成一410427_5 長谷Jlより注文

.依長谷川女等鶴 (而貌部)4.3.7 AEJ 良谷Jl氏本.原本#!州生玉地蔵l- 物 雅成 -.

314,527.7 AE∫ 長谷Jl氏本

151.2 AE】 谷/ー

1 タか衣-325438,5 Al;】 杏/l7写本 (原粉本字津宮綱之写本.原本京都市三鈷寺所什物)
焚成一325851_6



表2 仲家本過去帳忌日-琵

通番 年号 月 ｣ 桁坊 法老など 注記 所

柄1 文掠2 1593 06 15 本 長谷 ＼ 春｣行年l

J.六｣ イl′ー912 FE.艮9 1604 ll ll 本

長谷 ゴヽニ 長捌 廿等il'1-jf3 慶長15 1610 02 24 本 臓浄院等伯l]妙大居士 能州舟五 七尾由LLl之家臣文之丞宗迫タi｣t∃雪長谷川法収｣ 奥村ま道93(長捌 l博伯)

4 座長 16 1611 09 02 本 詫伯 長

(不明)5 毒17 1611 lO 13 本 等後

長 去橋｣ -.伯リl6 蔓18 1613 08 04 本

等秀 長 牢憶父｣ ;仙女の夫/ 'lJ9 1623 06

21 本 等岳FI港 長 :-位の:'h父8 兜永9 l632 08 16 本 妙人 長 捕 -r/ptkf母上牧｣ (

不明)9 鍵安.元 1648 06 27 本 妙旧 長 等秀= 等倍

母｣ :Jr一女10承応2 1653 07 04 い i花心女

論 兵衛｣ '-術繋?ll承l応.2 1653 08 21 伝
宗岨侶上 長 与左ヱー11父｣ 六三ヱ門父12 明暦2

1656 06. 19本 I:岩岳院妙澄u修 長 等倍妻｣ 二億2f=13 lコ2 1659 06 ll 本 妙敬 長谷川等 CI.女｣

一倍女14 J-}元; 1661 10 04 宗発士
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精俊尼のところに宗雪の子宗清による写しが残されていたため､これを宗晴孫の等鶴が清書し

た｡これが現在残された系譜であるとしている佃｡等鶴の父等潤について本系譜の記述は詳細

であり､この系譜が等潤の亡くなった寛政 10年 (1798)以後に清書されたことが理解される

とともに､精俊尼が存命中であることがわかるため､その没年である文化元年までに着手され

たことがわかる｡精俊尼は仲家本過去帳によれは､長谷川宗清の娘で等潤の姉にあたるおりん

であり､西七条の酒屋甚七の妻となっている (表2-66)｡天明8年の大火の類焼地をみれば､

西七条には至っておらず､焼失を免れたものと考えられる｡

従ってこの系譜の成立は旧記本系譜に先行しているものと考えなければならない｡宗雪は等

伯の三男と思わjlる宗也の子であるから､旧記本系譜同様京都の長谷川家の系譜であることが

わかる｡等鶴によって清音された系譜は､以後累代に書き継がれ明治期の等宗に至っている｡

この系譜では､｢自雪舟五代等伯｣の伝承が明記され､累代を定めて家伝としたことがわか

るが､さきの旧記本系譜同様､等伯が狩野祐雪の弟子となり､その没後山口の雲谷等益の弟子

となったとする今日では受容Lがたい伝記に従っている｡本系譜では､等伯を雪舟五代とする

ために､<雪舟一雪渓一雲谷等顔一雲谷等益一等伯>と画系をつないでいる｡等益を雪舟より

四代とするため､その弟子である等伯が五代となる理屈であるが､現在もなお晩年の等伯が雪

舟五代を名乗る理由は不明のままである｡それはとりもなおさず､末商連が画系を整備する必

然性の欠如につながっている.宮島新一氏が等伯の評伝を示す中で､等伯自身の雪舟に対する

関心の低さを指摘するように 仙 )､ 長谷川家における雪舟の位置づけには懇意的な要素があり､

不明な点が多い｡

この系譜を所有する仲家は､長谷川等舟の弟子仲叉七に始まる画系である｡等舟の次男等宗

亡き後､叉七の子仲市太郎が等宗の長女を要り､長谷川家の画系を継承した｡その子仲春洋が

これを受け継ぎ現在に至っている｡京都の長谷川家の血脈を今に伝える家である証しとして､

仲家は近世の長谷川家が所有した膨大な粉本を継承しており､桃山期に生まれた画系が今に続

く貴重な存在となっている｡仰家に伝わる系譜を以下仲家本系譜と呼ぶことにする｡

最後にあげるのは､ 中村渓男氏により紹介された江戸の長谷川家の系譜である (】7)｡序が付さ

れており､原本が大正12年(1923)9月の関東大震災で焼失したため､長谷川幸吉が､庶流の

LL日時喜作が所持する写しから昭和2年(1927)9月に作成したものと記している(Ln｡原本の成

立時期が不明である点と､列挙される人名の関係が不明瞭である点が､転写本の限界として惜

しまれるが､旧記本､仲家本と大きく異なり､江戸に移った等伯孫の末喬による系譜である点

が貴重である｡

ただ残念なことに本系譜は血脈だけではなく､弟子筋までも記しているため､極めて混乱

している｡雪舟に始まる点は仲家本系譜と同じだが､長谷川家本系譜では F画説』に見る系

図と類似性を見せる<雪舟一等春一法淳一道浄一等伯>の継承を記している｡旧記本系譜､

仲家本系譜では､等伯が雲谷等益に師事する点を伝えているが､同じ長谷川家でありながら､

師系の伝承が異なる点が興味深い｡等春を長谷川家の画系の直接の祖としている点は 『画説』

における等春重視の傾向と結びついている｡等伯以後は先妻妙浄の子である久蔵と宗宅(等後)

-12-



が記され､宗也には触れていない｡主要な部分は等伯の娘を契った弟子等秀及びその子等憶

を養子とした等岳以下の系譜であり､幕末明治期の等英雪堤 (1829-1884)の代まで続い

ている｡

3,長管用家系譜の資料性

仲家本過去帳には､京都の長谷川家が､本法寺からはじまり信行寺から天性寺'lu-へと檀那

寺を移す様子が記される｡これは本法寺教行院の過去帳のみでは知ることのできない情報であ

る｡系譜や過去帳の持つ資料性は非常に興味深いが､これまでこれらの資料は桃山期の長谷川

等伯研究に偏向して使用されることが多かったため､多様な内容の一部が利用されるに過ぎな

かった｡本来江戸時代の記録を桃山時代の研究に利用するため､時間の隔たりから生じる錯誤

などが単純に批判の対象とされることもあり､史料としてはさほど重視されてこなかったので

ある｡しかし､資料の成立状況から見れば､近世長谷川家の動向を理解するために､極めて示

唆に富む内容を持つ｡これまであまり意識されていないが､これらが有する近世資料としての

価値を二つの事例の中に検証し､絵仏師長谷川家を考察するための基本資料と位置づけたい｡

近世長谷川家の系譜資料が持つ内容の柱のひとつが､憲海とも関わりのある絵仏師長谷川家に

関する記録である｡

現在の通説では､等伯には五人の子がいたと考えられている｡26歳で亡くなった長男久蔵と

弟宗宅が先妻妙浄の子と思われ､後妻の妙清の子と考えられているのが宗也と長女妙円である｡

この四名は三種の長谷川家系譜の記述から考えても等伯の実子と見て問題ない｡ただ等重とも

称したとさjtる左近については疑問が残るO

すでに左近に関する諸論考で指摘されるとおり､現存する三種の長谷川家系譜は､左近の存

在を記していない｡さらに仲家本過去帳においても､等伯の直接の子孫について久蔵､宗宅 (等

徳)､宗也､妙円､等岳､等秀､等憶について記録があり､天折した久蔵にはじまり等憶に至

るまでの本法寺を檀那寺とする縁者については､基本的に記載する方針を見せていながら､左

近に充当可能な人物が兄いだせないのである｡とすれば､はたして本当に左近が等伯と縁戚関

係があったのかという疑問が生まれるのは当然だろう｡左近が等伯の子であることを客観的に

示す資料は見当たらない｡

もちろん､左近は比較的作品が残されており､その表現について一定の共通認識が成立して

いるから､長谷川派の実在の人物とするに疑問はない｡『皇朝名画拾桑』に考察するようにこ

れを宗達派に関係づけることは困難であろう.ただ醜って彼が等伯の子であるとする説につい

て見れば､二つの状況分析から推測されているばかりで､説得力に限界がある｡

まず一つは､画伝類の記事から判断していることで､『丹青若木集』『雛玉集』といった左近
の活動期間からさほど隔たらない時代の画伝に等伯とのつながりを示す記事があるが､これは

その直前に雲谷等顔と等伯を結んでいることからもわかるように､師承関係を表すにすぎず､

必ずしも血縁関係を意味するものではない｡『本朝画史』には宗也の名は見えても､左近の名

はない｡『扶桑名公画譜』にようやく長谷川等重を左近とし等伯の子と記すが､左近在世から
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控えめに考えても半世紀以上後の記事であり､その信頼性は低くならざるを得ない｡このよう

に､画伝類の左近の記事は､過去帳や系譜が示す事実を補うには説得力を欠いている｡むしろ､

左近を等伯の子とする説は､もうひとつの理由である ｢自雪舟六代藤原長谷川左近｣の落款 2̀り'

の存在に大きく影響されたものと考えるべきであろう｡

もともと ｢自雪舟五代｣という等伯の款記については､その根拠が不明であり､先に述べた

とおり長谷川家においても系譜の中で根拠を模索している状況である｡そして彼らに共通する

認識は､累代を数えるのに血縁や家督の移譲を根拠とせず､学画における師承関係に依拠して

いることである｡左近が等伯の例にならって ｢自雪舟六代｣を称するためには､等伯への師事

のみで要件は満たされていると考えてよい｡その意味では,｢自雪舟五代｣が等伯に限らず幾

人もいて矛盾はなく､同様に ｢自雪舟六代｣もまた複数いて不思議はない｡等伯がひとつの宣

伝効果を期待して ｢自雪舟五代｣を称したとするならば､左近もまた等伯のひそみにならい､

これを使用したとして不思議はない｡ただ､年長の宗也在世中でもあり､左近と宗也の間に確

執が生まれた可能性はある｡とはいえ､もし宗也と左近が兄弟であると仮定したとしても､そ

れが檀那寺から排除されるほどの理由といえるのか疑問である｡

従って左近がその落款において藤原の氏を記す点を血脈の根拠としてあげる説'21'について

も､長谷川家が藤原の氏を使用している以上､長谷川を称する左近が形式的にこれを使用す

る可能性があるため､大きな意味を与えることは難しいと考える｡左近については､従来説

を改め等伯の弟子である可能性も視野に入れるべきであろう｡よしんば､従来説に従いこれ

を等伯の子とするならば､過去帳及び系譜に記されない理由が説明されなければならない｡

等伯没後の長谷川家がむしろ弟子たちの活動によって活況を呈していたことを考慮すべきで

ある｡

仲家本過去帳を見たとき疑問となるのは左近の不在にとどまらない｡宗伯 (表2-4)とい

う人物の存在も不明なのである｡宗伯については山根有三氏が考察を加えており､長谷川家本

系譜の記述 ｢宗伯 女子 等憶妻｣を解釈して､宗伯を等伯の娘とし､等憶 (表2-24)は

等学の誤記と考えて等学の妻となったと考えた｡つまり新たに等伯の一子を想定したのであ

る｡しかし､この長谷川家本系譜の記述は宗伯の娘が等憶の妻となったという意味と解釈すべ

きであろうOもしこゴ1が等伯娘を表す意図があるならば ｢女子 宗伯 等憶妻｣と記すのがこ

の系譜の記述形式に合致しているし､宗伯という名がこの系譜の中で繰り返し使用される名で

あるとともに男子にしか用いられていない事実に対する矛盾が解決されるからである｡

もちろん宗伯の娘が等憶の妾となったという記述に対しては､誤記の可能性を考えるべきで

あろう｡はじめにこれが誤記ではなく､記述のとおり等憶の妾となったと考えてみよう｡する

と等秀と妙円の子すなわち等伯の孫である等憶の妻となった妙善 (衷2-12)の前か後に妻と

なったことになる｡この妙善は等伯の弟子等岳の娘だからである｡しかし､宗伯娘が後妻とな

った場合慶長 16年 (1611)に宗伯が本法寺数行院に葬られる理由が説明できない｡本来長谷

川家の人間ではない宗伯は義父として記されなければならないからである｡従って可能性があ

るのは妙善が後妻となる場合のみとなる｡この場合宗伯の没年以前に宗伯の娘は等憶に入嬉し
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ていなければならないことになり､等憶が90歳程の長命であり､極めて早婚であったという

仮定が必要となる｡

仲家本過去帳に宗伯の名が記されているということは､長谷川家に嫁いだ娘の名が記されて

いると考える必要がある｡検討の対象となるのは､妙入 (表2-8)と書かれた人物である｡

寛永 9年 (1632)8月 16日に亡くなっており､こjlも従来の長谷川家系図では触れられること

のない人物であるが､宗伯との関係者を探す時､この妙人をその娘と考えるのが合理的な解釈

である｡もしこれが等憶の先妻にあたるとすれば､妙善との婚姻はこれ以後に設定されなけれ

ばならないのだが､妙善の父等岳は､それより早く元和9年 (1623)に亡くなっており､長谷

川家との縁戚関係がないまま本法寺に葬られている矛盾が生じている｡宗伯娘が等憶の妻とな

ったと考えるかぎり､極めて特殊な状況や矛盾を説明する必要が生じるのである｡

では次に､宗伯娘の嫁ぎ先が等憶ではなく､等後の誤記であったと考えてみよう｡長谷川家

本系譜では等憶は等倍と記されており､字形から億と後の誤読誤記は想定しやすい｡長谷川家

本系譜における等後 (宗宅)の直後である記述位置についても合理性が理解されるし､このよ

うに解釈することで妙人を宗宅の妻であると解釈することが可能となる｡宗宅の年齢から考え

てその妻の存在は当然考慮されるべきであるから､長谷川家の親族の欠けた部分がこれでつな

がることになる｡従って妙人が仲家本過去帳において ｢長谷川絹加兵衛｣の母として記される

ことにも違和感がない｡本過去帳では当主の妻を嫡男の母として記述する例が複数見られ､逸

伝の絹加兵衛も宗宅の嫡男となるためである｡しかし､絹加兵衛が過去帳に見えないところか

ら､長谷川家を離れざるを得ない理由が生じたことは考慮しなければならない｡あるいは､長

谷川家本系譜の長吉 (14歳で天折)､仲家本過去帳に見る長悦 (表2-976)がこの人物に当

たる可能性があるが推測の域を出ない｡宗宅の末商については系譜､過去帳ともに確たる記録

がないため､こうした推定から生じる矛盾は見当たらない｡

基本的に弟子の名は過去帳に記述されない｡等秀の名が見えるのは等伯娘である妙円との婚

姻によるものであり､等岳が記されるのは等伯孫の義父となることで､縁戚関係が生じたため

である｡宗伯の名も娘の婚姻により宗宅の義父となったことから記述されたと見るのが合理的

である｡宗宅在世中に宗伯が亡くなっているため､宗宅が配慮したと考えることができる｡

ただ､この宗伯が等伯の弟子であったかは不明である｡仲家本過去帳において宗伯は､｢宗

伯 長谷川｣とのみ記載される｡本過去帳において､名のあとに記載されるのは基本的に直接

関係する人物との続柄であり､宗伯同様 ｢長谷川｣の苗字のみ記載される例は限られている｡

それは､本法寺を墓所とする等後 (宗宅)(表2-5)､等憶 (表2-24)､等岳 (表2-7)､

等林 (表2-96)､長悦の五名であり､長悦については逸伝であるが､宗也系以外の長谷川家

関係者に対し使用している点が共通する｡旧過去帳の焼失後､謄写の際に本法寺数行院過去帳

の形式にならったものと考えられ､ここに用いられる長谷川の名はその人物が長谷川家の縁者

であることを示す注記にすぎない可能性がある｡宗伯が長谷川を称したかは走かではない｡

宗伯の名で知られている長谷川派の画家としては､等憶の養子となった長谷川宗伯信近

(1637I1687)がいる(22㌧ 等憶が養子縁組をしたのか､等憶の娘妙敬 (表2I13)の婿養子
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を取ったのかは不明である｡長谷川家本系譜によれば､宗伯信近の父も宗伯と称したという｡

宗伯信近の生年から考えると本法寺に葬られた宗伯はすでに亡くなっており｡宗伯信近の父で

ある宗伯は､二人の宗伯の間にはさまれて長谷川家本系譜に記された ｢宗伯 等瀞 雪蔚｣と

考えられる｡本法寺の宗伯と宗伯等瀞が親子であることを示す資料はないが､この名がその後

も世襲されているところから､親子間で継承されたと考えるのが合理的である｡その雅号から

宗伯等瀞を長谷川家の弟子と考えることに問題はないが､その父である先の宗伯についてはや

はり､長谷川派の絵師とする根拠を確認し難い｡

妙人は､宗宅､等秀､等岳が亡くなった後も存命し､宗宅の没後長い期間長谷川家を取り仕

切った可能性がある｡宗伯信近の後にも､二人ほど宗伯という名の人物がおり(2‥3)､等憶以後の

系譜において､この名を意識的に襲名していることが確認されるためである｡妙人の父宗伯の

名は江戸の長谷川家において特別な意味を持っていた可能性があり､妙人の長谷川家における

影響力の存在を考えざるをえない｡等伯の娘妙円(表2-9)のほうが妙人より没年は遅れるが､

あくまで弟子等秀の妻として家を出ているので､長谷川家に対する影響力は限定的であったと

見るべきだろう｡

このように､近世の長谷川家を考察する場合､これら系譜は同時代資料として十分な資料性

を備えていることがわかる｡確かに歴史の流jtの中で予期せぬ災害に遭遇することはあったし､

そのため転写を重ねざるをえなかったことは､やむをえず資料の価値を減じることになった｡

しかし､それらの評価を差し引いても､系譜煩の内容を通覧してみれば､相互に補完させるこ

とによって､かなり客観的な情報を得られることが理解されるのである｡近世京都の長谷川家

累代の活動を概観するにあたり､これら系譜や過去帳に基づいて考察を行うことは極めて有効

と考える｡

かつての等伯研究においてこの系譜類に対する資料評価が限定的であるのは､ある意味で当

然のことといえる｡等伯以前の記事については､思い入れや伝聞が錯綜し､信悪性に疑念を里

する部分が確かに存在する｡しかし､近世の視点から等伯以前の記事を見れば､自家を画系と

していかに存続させようとしたかという､末商たちの意図をうかがわせる資料として別の価値

が生まれるのである｡これら系譜の資料性は､今少し高く評価されてよい｡

4.京都の長管用家 (宗也以後)

京都の長谷川家である宗也以後の長谷川家累代について､上記系譜と仲家本過去帳の記載に

基づいて個々の事跡を確認したい｡等伯の子宗也以後幕末に至るまでの絵師の系譜は次ぎのよ

うになる｡

等伯 - 宗也 - 宗雪(等作'- 宗清(等萩)〒 等潤 - 等鶴 ~ 等叔 - 等舟 -k芸芸i-一青地等宗

(二重線は実子 実線は養子 破線は弟子)
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宗也 天正18年 (1590ト 寛文7年 (1667) (表2-15)

等伯の三男｡仲家本系譜では六代とする｡等祝または等悦の名も伝 えられる｡仲家本には宗

宅とも呼んだとするが､これは兄の名であり誤伝であろう｡字は信正 ｡新之丞と称した｡父等
伯とともに≡傾衣棚に住み､等伯没後はそのまま同所で絵屋を継承したと考えられている (図

1)｡等伯の後妻妙清の子として生まれたと考えられるが､『本朝画史』には庶子という伝もある｡

慶安年間 (1648-52)に日蓮宗から浄土宗に改宗したとされる｡仲家本過去帳において浄土慕

の信行寺を墓所とする最も早い例が承応2年 (1653)の絵屋庄兵衛妻と覚しき人物 (表2-
ll)であることから､信ずるに足る

記事である｡

仲家本過去帳を見る限り宗也の時

代から絵屋 (2..)を称する名が頻出す

る｡承応2年 (1653)から享保20

午 (1735)の間は､本法寺を檀那寺

とする等秀･等憶の系統をのぞくと､

記名はほとんどが絵屋を称する人物

に関わるものとなっている｡絵屋は

家業を現す屋号と見られるが､これ

がそのまま長谷川家の屋号となって

いるのかは不明である｡この間､過

去帳において長谷川と記されている

のは､先に述べた本法寺を檀那寺と

する者以外では､宗也と字右衛門の

秦 (表2-36)のみである｡この事

右衛門は宗雪 (等作)の名であるが､

過去帳の中では絵屋宇右衛門と記す

例 (表2-22･35･38)が見 られ

るので､実際長谷川家の者が絵屋と

『改正 京町御絵図細見大成』(慶応

4年)(F新修京都落杏』)による図1 憲海及び長谷川家関係地図称することがあ

ったのは確認できる｡絵屋として庄兵衛､清兵衛､吉兵衛､一郎右衛門､吉右衛門､権左右衛門の

名が見えるが､この中で本人の忌日が記されているのは寛文12年 (1672)に亡くなった活兵衛

のみである (秦2-20)｡従って絵屋の人々については情報の欠落が多く､過去帳-の

記載には何等かの事情を想定せざるを得ないが､それを物語る資料は確認できない｡ただ､過

去帳には原則的に弟子は記載されないため､絵屋と長谷川家の間には

何らかの縁戚関係があったと考えなければならない｡あるいは宗也の妻がこの絵屋出身の娘で

あったかもしれない｡もともと絵屋としての活動を行っていた長谷川家にとっても､同業者との結びつき



が深く影響 したことは想像に靴 くない｡寛文7年 (1667)8月6日死去｡行年78歳｡寺町丸

太町にあった浄土宗信行寺に葬られた｡『本朝画史』には等悦と長谷川宗也の記事がある 2̀5'｡

貞享4年 (1687)7月27日に亡くなった妻があり､同じく信行寺に葬られた (表2-27)｡子

が三人いたことが確認され､長男は等挙といい26才で出家し､堺にある浄土宗の安着寺 (廃寺)

に入ったという｡等馨の名は F本朝画史Jに見え､絵を描いたことが分かるが､長谷川派とし

て認識されていない(26㌧等伯の弟子に等菅という者がいたため記事に混乱があるかもしれない｡

長男の出家により､二男宗雪が家督を継いだ｡また､仲家本過去帳に ｢宇右画門妹｣とあるの

は宗雪の妹の意味と考えられるので宗也の娘であろう (表2-21)｡

宗也は絵屋として比較的活発に活動していたことが知られ､作例として祇園八坂神社 《大黒

布袋角カ国絵馬》､相国寺 《竜虎図界風》､清水寺 《虎図絵馬》､《柳橋水車図犀風》､《葛に昆虫

図犀風》などがあげられており 2̀7)比較的作例の遣る絵師である.その作風は穏健にして装飾

的であり､全体として世俗画を対象とする絵屋としての性格を強く表している｡

宗雪 元和8年 (1622)-元禄5年 (1692) (表2-29)

宗也の次男｡等作ともいう｡仲家本系譜では七代とする｡字は信活｡旧記本系譜に字右衛門

と称したとある｡京極錦′｣､路上ルに居住した(図 1)｡仲家本過去帳には法橋と書かれているが､

これを裏付ける資料はない｡元禄5年(1692)5月18日死去｡行年71歳｡法名は浄安宗淳居士｡

信行寺に葬 られた｡妻は元禄 15年 (1702)10月8日に亡 くなった ｢宇右ヱ門母｣(表2-

33)､あるいは享保3年 (1718)9月16日に亡 くなった ｢長谷川手右ヱ門妻｣(表2-36)で

あろう｡どちらかに誤記脱字があるようである｡嫡男宗清の他､幼くして亡くなった娘 (表2-

22)がいたらしい.ちなみに長谷川家出身のおりんという女性が酒屋順-の妻となったことが

仲家本過去帳に記されており (表2-49)､宗晴の娘と同名なので､あるいは宗雪の娘である

かもしれない｡

宗也以後の長谷川家の展開を考えれば､仲家本過去帳を見てもわかるとおり､等伯の子宗也

はその周辺に絵屋を称する人物をあまた排しており､通例にみるとおり､世俗画の世界で業績

をあげていた｡こうした業態はこの宗雪の時代まで続いたと思われ､宗也の没後も絵屋との関

係は続いていたと考えられる.しかし､仲家本系譜の原本がこの宗雪によって作成され､権威

化が図られたことをみても､彼が家業の安定に危機感を持ちはじめていたことが推測される｡

系譜における雪舟からの画系を後荷が意識するのはこの時代からではないかと考える｡

宗清 寛文9年 (1669)一元文2年 (1737) (表2-39)

宗雪の長男｡仲家本では八代とする｡また等轟といい､宅昌蘭と号したという｡旧記本系譜

に父と同じく宇右衛門と称したとある｡享保 13年(1728)祇園社に鍾櫨図額を奉納している(2㌔

元文2年 (1737)11月6日に死去｡行年69歳.法名は宣誉宗寂信士｡信行寺に葬られた｡妻

は宝暦4年 (1754)9月 15日に没するまで､家内を取 り仕切ったものと考えられる (表2-

45)｡仲家本過去帳から息子三人､娘二人の存在が確認されるが､息子二人と娘一人は宗清在
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世中に亡くなった｡残る息子は幼い時に川端家に養子に出され後に長谷川家に戻った等潤､女

子は京都西七条の酒屋甚七に嫁いでいる (表2-58･66)0

宗活の代になると次第に絵屋との関係も薄れてきたらしく､宗雪没後にあたる元禄 13年

(1700)の絵屋権左衛門孫 (表2-32)の忌日を最後に過去帳から長谷川家以外の絵屋を称す

る人名は見られなくなる｡宗活が一人残る息子を養子に出し､娘の養子縁組を計っていないこ

とは､家業の継続を諦観していた可能性があるだろう｡この宗清の動きは､絵屋としての長谷

川家が時代の変化に対応しきれなくなっていた可能性をうかがわせるものである｡ただ､結果

として宗活の没後､その弟子や遺族は家業の継続を希望し､等潤の項で述べるとおり､息子の

養家である川端家の事情も幸いして､長谷川家は存続したのである｡このときの画業の断層が､

長谷川家に絵仏師へ転身する契機を与えたと考えられる｡

宗活の門人に青地香霧 (貞享4年 (1687ト 寛保2年 (1742))がいる (表2-42)｡仲家本

系譜では九代とする｡旧記本系譜では姓を青池としており､風儀斎と号したという｡仲家本系

譜には､宗活が亡くなった時､等潤がまだ幼いため､香霧が九代を継いだとしている｡仲家本

過去帳にも香森を九代としながらも等潤後見人と記している｡宗清が没した元文2年 (1737)

から没年まで､香霧が九代を称したと考えて問題ない｡寛保2年 (1742)死去｡行年56歳｡

墓所は不明である｡

等潤 享保 10年 (1725)一寛政 10年 (1798) (表2-59)

宗活の子｡等淑ともいい､仲家本系譜では十代とする｡幼名三十郎｡自足庵または雪豊斎と

号したという｡仲家本系譜によれば等潤は幼い時に川端氏の養子となったが､等潤 9歳のとき

養父が亡くなり､養母とともに長谷川家に戻ったとされている｡仲家本過去帳の序によりこの

川端氏は川端八兵衛と名乗ったことがわかるので､同過去帳に見える椛屋八兵衛 (表2-41)

がその人であるとわかる｡しかし過去帳の序によれば9歳から養父母への孝養を尽くしながら

画を学びはじめ､その後養父母とともに長谷川家に戻ったとしている｡どこかで記録の読み違

えがあったと思われるので､これを検証しておきたい｡まず実際に養父がなくなったのは､過

去帳より元文6年 (1741)等潤 17歳のことである｡元文2年 (1737)等澗 13歳の年に実父宗

晴が亡くなるよりかなり後の事のことであり､養父の死後長谷川家に戻ったと考えるより､過

去帳に見るとおり養父母ともに長谷川家に戻ったとする伝に従うほうが合理的で､矛盾がない｡

その時期はやはり宗清が没した年と見るのが理解しやすい｡養父は長谷川家で亡くなったこと

になる｡

門人青地香霜が宗活の跡目を継ぐことになったのは､記述のとおり画を学びはじめて5年に

しかならない等潤では,たとえ跡目を継いだところで家業が立ちゆかない現実があったのだろ

う｡仲家本過去帳にも香霧を九代としながらも等潤後見人と記している｡こうした差配にあっ

ては宗清の妻の役割を考えるべきであろう｡養家の屋号である椛屋は､もちろん酒や味噌の製

造に用いる椛を扱う商家と考えられる｡宗清の姉が酒屋甚七のもとに嫁いでいることと無関係

ではあるまい｡
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等潤は川端家にいながら9歳から絵を学び始めた｡宗清在世中は宗清に学んだ可能性はある

が､やはり教授の中心となったのは香霧であったろう｡養父に特別の理解があったことが､等

潤の長谷川家復籍に結びついたものと思われる｡寛保2年 (1742)に師の香森が亡くなり､家

督を継ぐことになったものの､画業 10年では､学び足りない点があった｡香霧の死は恐らく

突然なものであったと考えらえる｡ただ､たまたま宗活に画法を学んでいた中川周保という画

家がいたため､これに学んで家業を継承することができたと伝える｡

中川周保は逸伝の画家だが宝暦 11年 (1761)9月16日まで生きていたので､等潤は20年

近く周保の教えを受けることができた｡周保が長谷川家の過去帳に記されたことを見ても､そ

の貢献は大きなものがあったのであろう (表2-47)｡誓願寺辻子の浄土宗光明寺に葬られた

というので､宗旨つながりがあったらしい｡この周保は狩野派と長谷川派双方に学んだとされ

るが､能満院粉本中にみる 《毘沙門里奈羅図≫の原本は周保在世中の寛延3年 (1750)に長谷

川家の絵師によって描かjlていることを考えれば､長谷川家が絵仏師として展開する際､周保

が重要な役割をなした可能性がある｡

この 《毘沙門天象茶羅図》原本を描いた長谷川喜右衛門の名は､系譜､過去帳には兄いだせ

ないが､宗清､香森が既に亡くなっている寛延3年の時期に長谷川家で該当するのは等潤しか

いない｡養子縁組や復籍など複雑な境遇にあったため等潤の名が全て伝えられているか不明で

あることに加え､等鶴がこの図を模写する動機を考えて見れば､喜右衛門をその父長谷川等潤

の名と見るのが合理的である｡《毘沙門天皇奈羅図≫が落成する寛延3年に､等潤は26歳にな

っており､長谷川家を継いで8年が経つ｡この考えに立てば同粉本の墨書から喜右衛門すなわ

ち等潤は当時京極通五条上ルに住んでいたことになる (図1)｡等潤は晩年天明8年 (1788)の

火災で焼け出され､旧記本系譜の等鶴の記事から考えて綾′ト路東洞院西入ルに移ったと見られ

る｡寛政 10年 (1798)8月18E]死去｡行年 74歳｡法名を浄心秋月椎定門といった｡

妻は二人おり､等鶴の母となるのはりくという若狭国新道村の長石衛門の娘である｡宝暦 12

午 (1762)11月22日に亡くなった (表2-50)｡そして息子等鶴がまだ小さかったのが理由

であろう､等潤はおなつという後妻を要っている｡こちらは天明元年 (1781)12月3日になく

なった (表2-57)｡過去帳には縁者として享和3年 (1803)になくなったおなつの母妙光の

名が見える (表2-63)｡等潤には少なくとも息子が六人と娘が一人いたことが過去帳からわ

かるが､息子三人 (表2-49･53･54)と娘一人 (表2-56)は幼くしてなくなっており､

等鶴の弟にしても一人は二十代でなくなっている (表2-61･65)｡

仲家本過去帳によれば､長谷川家の檀那寺は浄土宗の信行寺であったが､このころ宗論があ

って､等潤は明和年間に養父母川端氏の檀那寺であった浄土宗天性寺に改めたという｡これは､

仲家本過去帳の記録からも椛屋の人物以外の名に天性寺墓所の注記を記録するのがこの頃には

じまるので､信悪性がある｡そのため等潤は父宗清の墓所と異なる天性寺栄源院に葬られるこ

とになった｡ただ､仲家本過去帳の序によると栄源院は天明大火後廃寺となっているので以後

は天性寺を檀那寺としたのであろう｡また川端家には娘がいたが､等潤が生まれる前に亡くな

っていることが仲家本過去帳に記されている (表2-37)0
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等鶴 宝暦 7年 (1757)一文化 7年 (1810) (表2-67)

等潤の子.等廓また等郭とも書いたらしいo仲家本系譜では十一代とする｡字は信房C俗名

を賀-といった｡能溝院に所蔵される長谷川本の中にある 《長谷川等観像》(表 1-180)は､

自画自賛として遺歌が詠まれており､款記に ｢等伯七代孫｣と記されている｡これは等伯から

七代目の子孫の意に解され､その下に等郭の印が写されているので､等郭すなわち等鶴の自画

像と考えられる｡したがって等鶴は等観とも称したことになる｡信仰に篤かったと思われる父

等潤と同様､通歌を詠んでいることから､仏画を得意とし､高野山の画事に与ったという仲家

本系譜の記事に信悪性を与える｡天明8年 (1788)の火災で焼け出され､父等潤とともに綾小

路東洞院西入ルに移った (図1)｡能満院の長谷川本の中には等鶴本の模本が相当数残されてお

り､大火以後､画作の中心が等鶴に移ったことが推測される｡文化 7年 (1810)12月12日死去｡

行年54歳｡天性寺に葬られた｡妻は丹波国園部の畑宅之丞の娘で､天保6年 (1835)7月22

日に亡くなった (表2-60･62･70)｡娘が二人あって長女は京都で加賀藩公に仕えた能の脇

師春藤万石衛門の妻となり (表2-68･75)､次女は大坂に移った (表2-73)とされている｡

仲家本過去帳には大坂の真嶋隆舟の養子となった古山静粛の名が見え､大坂に関わる人物なの

で､あるいはこれがその父である医師古山新宮と等鶴娘との間に生まれた子であったかもしれ

ない (表2-82)0

等叔 天明4年 (1784)一天保 12年 (1841) (表2-72)

等鶴の養子｡仲家本系譜では十二代とする｡字は信春｡賀一郎と称す｡父は江用宗次郎といい､

越中国東岩瀬 (現富山県富山市)に生まれた｡若年から絵を好み､京都に出て石田友汀 (17561

1815)に学ぶという｡28歳のとき長谷川家の養子に入る｡天保 12年 (1841)10月 10日死去｡

行年58歳｡天性寺に葬られた｡妻は82歳まで生きたが没年は不明である (表2-99)｡等叔

妻が等鶴の娘であるか否か記録がなく判断できないため､等叔が婿養子であったか養子縁組で

あったかは確認できない｡子は息子一人と娘三人が確認される｡息子は嫡男等舟であり､末娘

は子供の内に亡くなっている (表2-69)｡残る二人の娘は等舟の姉にあたり､一人はこうと

いい村上硯水という人物のもとに嫁いでいる｡等叔の名賀一郎を継いだ村上姓の人物の母とし

て記されるのがこの女性と考えられるので､その没年は明治26年 (1893)7月25日である (衣

2-94･95)｡今一人は長谷川閑子といい､奥州仙台の伊達家において近衛氏徳子 (1850-1871)

の老女をつとめた (表2-91)｡徳子は伊達慶邦 (1825-1874)の養女で､伊達宗致 (1852-1911)

の正室となった女性で､仙台市の祥麟山伊達家墓所 (29)に墓がある｡明治8年 (1875)年6月

27日に仙台で亡くなった閑子の墓も同所にある｡墓石の銘によれば､享年53歳となっており

過去帳の60歳と異なるが､53歳では等舟の妹となってしまうので､仙台では年齢を誤って伝

えていたことがわかる(州｡

等叔は父祖父同様仏画を描き､長谷川等叔筆とされる 《大元帥明王像≫が高野山宝寿院に遣

る (=ところを見れば､高野山の画事は等叔の代も継続していたと思われる｡長谷寺版両部鼻

茶羅の下絵はこの等叔が描いている｡また､等叔の作としては滋賀県栗東市新善光寺の 《善光
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寺如来縁起》6帽の存在も知られている 3̀2'o長谷寺版両部具茶羅の版木の箱に当時の住所が書

かれており､このころ長谷川家が烏丸仏光寺に移っていることがわかる (図 1)｡また､郷里に

近い富山県八尾町下新町の八幡社には等叔が文政5年 (1822)に描いた 《絵馬》がある 3̀㌔ 等

叔は石田友汀 (1756-1815)に師事したと伝えられており､世俗画を描く画力もあったと考

えられる｡ちなみに石田幽汀 (1721-1786)の次男である友汀は名を叔明といった｡等叔の

叔は友汀の名をとった可能性がある｡

等叔の在世期に長谷川家の制作に関わっている数馬という人物 (表 1-40)については､長

谷寺版両部畳茶羅の下絵にも助力しているが('34'､過去帳にはこjtに該当する人物が見当たらな

いため､弟子と考えるべきであろう｡

等舟 文政元年 (1818)一明治4年 (1871) (表2-86)

等叔の子｡仲家本系譜では十三代とする｡通称賀一郎｡ただし､天保4年 (1833)長谷川理

吉郎書写とされる 《普賢菩薩像≫の存在は､等舟の初名が理吉郎である可能性を示している｡

このとき父等叔すなわち賀一郎が存命であるところから､親子が共に賀一郎を名乗っていたと

は考えにくく､賀一郎は等叔没後に使用したとするほうが理解しやすい｡息子等栄が力吾郎と

称したことも考え合わせると､この逸伝の名理吉郎は等舟の初名である可能性がある｡

仲家本系譜に高野山金堂脇壇に掛けられる弘法大師像と四社明神像を描いたという｡この作

品は昭和元年 (1926)の金堂火災により焼失しているが､両幅は現在も新たに描かれたものが

掛けられているとおり､金堂を荘厳する画幅として描き継がれるものであり､その制作に与っ

ていたことは長谷川家に対する高野山内の信頼が確立していたことをうかがわせる｡万延元年

(1860)に落成した金堂の堂内彩色は長谷川家が担当したことが記され､このときの粉本は現

在も仲家に遺されている｡また仲家本系譜には龍光院の稔祇塔の彩色についても､長谷川家が

その彩色下図を所持する旨記しており､能満院の粉本のなかに高野山竜光院稔祇塔の装飾図が

混じるのは長谷川家経由と見るべきであろう｡病を得て､明治4年 (1871)7月28日高野山小

田原報恩院で死去｡仲家本系譜には高野山奥院の報恩院墓地に葬られたとあるが､過去帳には

天性寺の文字が記されているので､後に移された可能性がある(3L-')｡行年54歳｡法名は秋岳長

栄信士｡妻はひさといい明治16年 (1883)11月 13日に57歳で亡くなっている (表2-93)｡

仲家本過去帳から息子五人と娘六人が確認できる｡二男三男 (表2-79･84)は早世しており､

長男等栄と四男等宗が画名を継いだが､五男与三郎は村上家を継いだという｡この村上家は等

叔の娘が嫁した家であろう｡娘六人のうち三人 (表2-76･80･85)は早世し､長女も短命で

あった (表2-77)｡娘一人は村上硯水の養女となったが､明治9年 (1876)に亡くなってい

る (表2-92)｡等栄の妹で等宗の姉にあたる櫨は明治を生きている｡

金堂落成後も高野山での制作が続いており､金剛峯寺には､文久3年 (1863)の 《愛染明王

十七尊鼻茶羅図》及び明治2年 (1869)の 《仁王経大里茶羅図≫が残されている(.lG)｡

等栄 嘉永 2年 (1849)-明治4年 (1871) (表2-87)

等舟の長男｡仲家本系譜では十四代とする｡通称力吉郎｡父等舟とともに高野山に登 り､報
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恩院に寄寓して父の仕事を助けた｡父同様､病を得て明治4年 (1871)8月28日高野山小田原

報恩院で死去｡仲家本系譜には高野山奥院の報恩院墓地に葬られたとあるが､過去帳には天性

寺の文字が記されているので､後に移された可能性がある｡行年23歳｡妻子については不明

である｡法名は宝山明栄信士｡

等宗 文久2年 (1862)一明治42年 (1909)

等舟の四男すなわち等栄の弟｡等栄が天所し跡継ぎがなかったため弟が画業を継いだ｡仲家

本系譜では十四代とする｡過去帳は明治26年 (1893)の記述が最後となるため､等宗の名は

見えない｡本名冨次郎｡明治初期に京都で田村宗立に洋画を学び､やがて東京に移るも技師と

して鉱山業に関わり､栃木県の足尾銅山､福島県の軽井沢銀山と居を転じた｡晩年は名古屋に

移り､輸出陶磁器の絵付けを行うため森村組に勤めたという｡これは､森村組がアメリカへの

日用食器を拡大するため､明治29年頃から名古屋に全国の両工場を集約するようになった動

きの中で､冨次郎もその一角に加わったということであろう｡ただし､当時いくつかの画工場

があったなかで､どの工場に属していたかは不明である(37'O明治42年 (1909)2月17日京都

の村上家で亡くなる｡行年48歳｡法名は書法歓順綻定門｡後に等宗の長女ナツは等舟弟子仲

叉七の長男市太郎と結婚し､長谷川家の画系が仲家に継承される(淵'｡

5.憲海と長谷川家

憲海と長谷川家との出会いは長谷寺修学時代にはじまる｡現存する最古の長谷川家関係資料

は､文政9年 (1826)に摂津楠葉の久修恩院で写した長谷川等鶴による金剛界星茶羅の荘厳関

係粉本 (表1-1-ll)である｡これは長谷川家が両部鼻茶羅の制作に手を染めていたことを示

す資料として貴重で ..p T -

ある｡

文政 12年 (1829)

に長谷寺で開版した

《両部鼻茶羅》の制

作において､長谷川

等叔が絵師として抜

擢 された要因 とし

て､憲海と長谷川家
の手になる粉本との

出会いがあったと考

えるのは合理的であ

る｡憲海は長谷寺版

の開版に協力してお

り､当時京都とも往

複 していたから､等



叔との面識はこのときまでには rTIT～l(一一

あったと見るべきである｡

同年5月に憲海は長谷寺にお

いて《毘沙門天象茶羅図》(表 1-

13･14･15)(図2)を写 してい

るが､その原本は摂津国本山寺

において寛延3(1750)年 12月

に落成したものである｡これは､

松平資訓 (1700-1752)の寄付に

より長谷川喜右衛門が描いたも

のであったことが記され､憲海

が長谷寺で写 したのは､この原

本を寛政 10年 (1798)6月に京

都山科花山の元慶寺において長

谷川賀-と伊之助が写 した粉本

であったという｡在世から考え

てこの賀-が等鶴であることは

明らかである｡では､伊之助は

何者かといえば､仲家本過去帳

に見える寛政 12年 (1800)に亡
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くなった等鶴の弟であろう (表

2-61)｡先に述べたとおりこの 《毘沙門天鼻茶羅図》原本を描いた長谷川喜右衛門は､等潤

と考えられ､長谷川家累代の図像の継承を見ることができる｡

文政 12年6月に憲海は智積院の 《孔雀明王像≫(表 1-16)(図3)を写している｡ただし

智積院方丈が所有する原本から直接写すのではなく､享和元年 (1801)8月に等鶴が写した模

本からであった｡書写場所は明らかにしていないが､特に記していないところから智積院内で

あったと考えてよいだろう｡この等鶴本には彩色の記録がなかったと思われ､憲海が会津を離

れ京都に入って後の嘉永元年 (1848)に高山寺の憎護 (1775-1837)からその模本の提供を求

められた際､憲海は､智積院中寮において原本と彩色を校合 している｡また､場所は不明なが

ら天保2年 (1831)10月にも等鶴による 《天蓋 ･宝冠 ･龍 ･飛龍図巻》(表 1-17)を写して

いるところから､長谷寺時代の憲海は､各所で長谷川家の粉本に接していたことがわかる｡

長谷寺版開版以後､憲海は絵仏師である長谷川家を意識せざるを得なかったはずである｡等

鶴はすでに亡かったが､長谷川家当主の等叔とは知己となり､等鶴の粉本もすでにいくつか写

し取っていた｡仲家本系譜にあるとおり､天明 8年の大火は､長谷川家に系図すら焼失させる

被害をもたらし､家蔵の粉本類もその火中に多 くが失われたと考えられる｡しかし､等鶴が行

ったように機会があれば先代の図像を写すという行為は少なからず繰 り返されたと考えらjt､

長谷川家の粉本も徐々に補われたはずである｡長谷寺版開版の事業にあたって長谷川等叔を推
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した者が誰であったかは分からないが､憲海の見識が関与する部分があった可能性は高い｡

憲海らが山王寺に入った頃の長谷川家といえば､等叔はすでに亡く､等宗は生まれたばかり

で､等舟一人が弟子たちと仕事をする状態であったO高野山の画事に与った長谷川家にとって

は､天保 14年 (1843)に焼失した金堂再建事業への参加が大きな課題となっていた時期である｡

等舟が高野山に赴くことも多かったはずで､いまだ行く先の落ち着かない憲海らが長谷川家に

助力することがあったとしても不思議ではない｡実際大成の写した 《如意輪観音像≫(表 1-

140)には ｢依長谷川頼ニヨリ校合之｣という墨書があり､長谷川家に協力した記録が残って

いる｡また憲海らが長谷川家から注文を受けることもあった (表1-169)｡

能満院粉本中の長谷川家関係資料には元粉本の作者の名が記録されているものがあり､等鶴

に関係するもの46点､等叔に関係するもの26点､等舟に関係するもの2点が数えられる｡等

潤の名が見られないのは大火の影響であろう｡墨書の内容を見れば憲海たちは先代等叔以前の

粉本を意織して長谷川本の収集を行ったようである｡多くは長谷川家で写したものだが､山王

寺に借用した場合もあった｡

一般に絵仏師たち職業画家は､効率的に制作を行うために､利用の便を考えて粉本を整理す

る｡長谷川家においてもこれは行われていたと考えてよいだろう｡図像を収集することにはさ

したる苦労のなかった憲海たちも､その普及のため組織的に工房を運営するとなjlば､粉本の

整理や分業体制などさまざまな課題を解決する必要があった｡憲海がそれまで具体的に知るこ

とができた画家の工房といえば会津の萩原盤山(39)の工房くらいであったから､図像の普及を

大願とした憲海たちにとって､組織力を備えた仏画工房から学ぶところは少なくなかったはず

である｡実際に能満院に入った憲海は受注を受けた仏画制作において長谷川等鶴の図像と校合

している例 (表1-143･148･151･155･157･158･159･160)があり､長谷川家の経験と

知識に対し信頼を置いていたことがわかる｡憲海らが長谷川家において学びとったのは絵仏師

工房に関する多くの情報である｡その柱の一つは粉本の図像に関するものであり,いまひとつ

が仏画工房の道営に関するものであったと考える｡

憲海と長谷川家の交わりは能満院移転後も継続したと思われるが､嘉永5年以後は､ほとん

ど交流のあとが見られない｡この頃になると等舟らは高野山での仕事に集中するために鳥丸の

工房を不在にせざるを得なかったものと思われる｡元治元年の兵火が長谷川家を巻き込んだに

もかかわらず､仲家に現在も長谷川家の粉本が遺されているところを見ると､当時等舟らとと

もに､長谷川家の粉本も高野山に移されていた可能性がある｡等舟らは万延元年 (1860)年の

金堂落成後も高野山に留まり仏画制作に関わった｡これは､伸家本系譜の記述と､等舟による

金剛峯寺所蔵仏画の存在により確かめられる｡

6,絵仏師たちの活動

このように､憲海と長谷川家の関係を概観すると､憲海が図像の収集を行った文政年間には､

長谷川家の粉本が畿内各所の寺院に収蔵される状況が生まれていることが分かる｡本山寺は天

台系寺院であり､久修恩院は真言律系寺院､長谷寺は新義真言宗と､特定の宗派への偏りは見

られない｡長谷川家は宗也の代に浄土宗に改宗しており､特に宗旨つながりのない工房であっ
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たと考えてよい｡

能満院粉本中の長谷川家本を見ると､いくつかの特徴をあげることができる｡まず仏画の対象

として､別尊皇茶羅のように俵軌に従った図像上の見識を必要とするものが含まれており､古画

を参考にしてよく端整な制作を行っていること､如来から天部に至る仏教の諸尊のみならず垂逃

神に至るまでを描いていること､諸宗幅広く高僧像の対象としていることがあげられる｡高僧像

が全体の四割ほどを占めているのは､絵画の需要がこの分野に厚かったことを示すのであろう｡

長谷川等伯の初期の活動が､仏画と肖像画に特徴付けられることを見れば､奇しくも先祖帰りを

見せている｡等鶴が描いた 《千利休像》(表 1-179)は先祖等伯と千利休の関係を確認する作

例だが､等伯の描いた図を使って面貌を描いており､等伯以来の伝統に対する意識の表れをうか

がわせる｡肖像画については 《日潮像》(表 1-121)のように元文3年 (1738)の制作と思わ

れる資料があり､宗清の時代から注文を受けていた可能性がある｡あるいは仏画に先行して高僧

像の制作が発生していたことが考えられる｡

天明8年 (1788)の火災が長谷川家にもたらした被害が相当大きなものであったことは､想像

に薙くない｡憲海らが山王寺に寄寓した弘化4年 (1847)以降に長谷川家粉本から写した粉本の

墨書を見ると､天明8年を遡るものは少なく､また等潤以前の作者による粉本は確認できない｡

憲海の修学当時､長谷寺で ｢豊山御絵所｣を称したのは京都の森田家であった -JO'O 《両部星

茶羅≫開版に際し長谷川家が進出することになったのは､等潤､等鶴の世代に､絵仏師として

長谷川家がかなり広範囲に事業を展開していた背景を考えるべきだろう｡まず､粉本の墨書か

ら､長谷川家への発注者または納品先を概観してみたい｡

智積院 (京都市東山区東瓦町)

大通寺慈眼院 (廃絶)(京都府京都市南区八粂町)

宝福寺 (京都市伏見区帯屋町)

徳雲寺 (京都府南丹市園部町)

比叡山西塔金光院 (廃絶)(滋賀県大津市坂本)

金輪院庚申堂 (奈良県大和郡山市小泉)

聖林寺 (奈良県桜井市)

本山寺 (大阪府高槻市大字原)

天満寺宝珠院 (大阪市北区与力町)

妙法寺 (大阪市東成区大今里)

月江院 (廃絶)(大阪市浪速区元町)

願正院 (廃絶)(大阪府堺市北区金岡Ilけ)

地蔵院 (廃絶)(大阪市天王寺区生玉)

久遠寺 (山梨県南巨摩郡身延町)

宝集寺 (石川県金沢市寺町)

宝嶋寺 (岡山県倉敷市連島町)
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《智積院僧正像≫(表 1-85)

《釈迦如来文殊弥勘像(授戒本尊)》(表1-54)

《宝福寺某僧像》(表 1-135)

《雪山像》(表 1-122)

《虚空蔵菩薩像》(表 1-45)

《胎蔵界大日如来像》(表 1-41)

《毘沙門天像》(表 1-97)

《毘沙門天鼻茶羅図≫(表 1-13)

《地蔵菩薩衿精羅制叱迦像》(表 1-58)

《普賢菩薩像≫(表 1-105)

《釈迦十六善利個 》(表 1-62)

《月江院某僧像≫(表 1-110)

《地蔵菩薩像》(表 1-63)

《道雄像≫(表 1-170)

《日朝像》(表1-120)

《五大明王像≫(表 1-26)

《愛染明王≫(表 1-25･44)



玉泉寺 (岡山県真庭市鉄山)

玉毒寺 (佐賀県小城市三日月町)

《光明真言字輪畳茶羅図》(表 1-40)

《恵雲像≫(表1-134)

こうした記録が残されているものは､全体からすれば一部に過ぎないが､ある種の傾向を見

ることはできる｡当然のことながら地元である京都からの注文が多い｡古義真言､新義真言､

天台､曹洞禅と諸宗派からの依頼を受けていることがわかる｡さらに近江､大和､掛車､河内､

和泉､丹波と京都の周辺のかなり広い範囲からの注文を受けており､絵仏師としての評価が確

立していたことがうかがえる｡加えて加賀､備陽､肥前方面からの注文があるのは､取次ぎを

介した制作を受けていたことを示しており､受注体制が整備されていたものと思われる｡また､

日潮像の制作のようにかつての長谷川家の宗旨であった日蓮宗寺院との関わりが存続している

ことも注目される(Jl).

次に､長谷川家が粉本の作成にあたり原本からの模写を行ったと思われる記録は､原本の所

在地で写した可能性があるため､彼らの行動範囲をうかがう参考になる｡

智積院 (京都府京都市東山区東瓦町)

東寺 (京都府京都市両区九条町)

二尊院 (京都府京都市右京区嵯峨)

元慶寺 (京都市山科区北花山)

光明寺 (京都府長岡京市粟生)

延暦寺横川 (滋賀県大津市坂本)

薬樹院 (滋賀県大津市坂本)

大福寺 (奈良県北葛城郡広陵町)

妙法寺 (大阪市東成区大今里)

華林寺 (蜂田寺 :大阪府堺市中区八田寺町)

《孔雀明王像》(表1-16･84)

《地蔵菩薩像≫(表1-63)

《排才天像》(表1-167)

《勢至菩薩像≫(表 1-55)

《毘沙門天皇奈羅図≫(表1-13)

《法然 (円光大師源空)像》(表1-73)

《阿弥陀三尊来迎図≫(表 1-56)

《地蔵菩薩衿掲羅制唯迦像≫(表 1-58)

《排才天十五童子像》(表 1-27)

《毘沙門天像》(表 1-97)

《愛染明王≫(表1-25)

《役行者像》(表 1-43)

この記録からは､京都に拠点を置く長谷川家の活動範囲が､近江､大和､摂津､河内に及び

かなり広域である様子が窺える｡これは先の注文者の分布に対応したものといえるだろう｡受

注制作を基本とする絵仏師の活動が､行動的な性格を持つことが理解される｡長谷川家が特殊

な尊像や図様に対しても対応できる見識と技術を持っていた背景には､こうした広範囲な活動

の中で得られた､情報と経験の集積があったことを評価すべきであろう｡

先に述べたとおり高野山には金剛峰寺と宝寿院に等叔､等舟の作が確認されているが､等叔

は大元帥明王を描くのに高野山西南院所蔵の苗圃に図像を求め(J2'､また等舟も愛染明王十七尊

皇奈羅を描くのに､家蔵の粉本とは異なる特殊な図像によって描くなど､図像に対する研究姿

勢が表れている(W｡古画に学ぶ制作態度が長谷川家の制作を支える柱のひとつであることがわ

かる｡高野山には近世の仏画が多数残されており､各絵師の技法的特徴が解明されることによ
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って､長谷川家の作例は､もう少し拡大する余地があると考える｡

天明8年の大火は､市中を広範囲に焼き尽くした｡このとき長谷川家も被災したが､被災地

は草堂､因幡堂､六角堂といった庶民信仰の中心地を含んでいる｡『京羽二重』には木村了琢

ら四人の仏絵師の名があげられているが 4̀4)､彼らのうち三人がこの近隣に集住していたことを

考え併せると､需要があり交通の便のよいこの地域には､早くから絵仏師たちの工房が集中し

ていたことが推測される｡そのため天明大火では､彼ら多くの絵仏師もまた被災を免れなかっ

たのである｡

京都は古利が多く､絵仏師たちはそれぞれ背景とする歴史の中で顧客を獲得していたが､大

火の被害を受けて事業を縮小する者がいたとしても不思議はない｡それまでの絵仏師の勢力は

一部解体を余儀なくされたことが推測される｡そこに後発で絵仏師の世界に軸足を定めた長谷

川家が事業を拡大する余地が生まれたものと考えられる｡

能満院粉本の中には､長谷川家以外にもそうした京都の絵仏師の活動を示す資料がある｡長谷

川家関係粉本ほど多くはないが､能滴院外で

制作された粉本をそのまま入手して加えたも

のである｡代表的なのは､遠藤満智､遠藤弁

蔵という名が残る遠藤家の絵師が制作したも

ので､｢皇都画師遠藤満智所持｣と書いたもの(表

3-10)があるところから､京都の絵仏師で

あることがわかる｡その数は54点だが､年紀

を見れば天明9年(1789)から文政10年(1827)

までの約40年にわたる年号が見られる(表3)｡

これらを入手するに至った経緯は不明である｡

相当数の粉本がありながら六角豊能満院の蔵

印が捺されたものしかなく､意海個人の所蔵

印が見られないので､入手時期は山王寺に寄

寓して以後と考えられる｡

その内容を見れば8割が高僧像であり､天

台宗､浄土宗､禅宗の祖師､高僧を対象とし

ている｡そして､残る10点の粉本の主題に

ついては､光明真言字輪鼻茶羅図､出山釈迦

像､釈迦五百羅漢図､阿弥陀二十五菩薩来迎

図 (図4)､楊柳観音像､虚空蔵菩薩像､不動

明王像､水天像が並び､諸宗に関わる画像を

制作していたことがわかる｡粉本の墨書に自

'
o

ら ｢仏画工｣と書くことから遠藤家が仏画を

専門とする職業画家であることは明白であ し

る｡京都にあって層の厚い需要が期待できる

1箪 二 k.1k

図4 阿弥陀二十五菩薩来迎図
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天台､浄土､禅の三宗に顧客を持ち､祖師をはじめとする肖像画を中心に制作を受け､尊像も

比較的利用の場が多いものを得意としたようである｡肖像画については町絵師として一定の水

準にはあると思われるが､粉本群として見れば､遠藤家は典型的絵仏師の家と見るはかない｡

憲海らが写したものは1点もなく､憲海の認識の中では､明らかに長谷川家に対する評価と異

なるものがある｡縁あって入手した粉本を参考資料として架蔵したのであろう｡

また､ほぼ同じ頃の京都に山口家と

いう絵仏師の家があったことも分かっ

ている｡山口家関係の粉本は8点と少

ないが､明和2年 (1765)から文化 10

年 (1813)のものまでが残されており､
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古いものから山口春水堂､山口蘭舟子､ 革

山口明雅､山口城照という順に自筆粉

本が残されている (表4)0｢京兆室俳

舎山口明雅｣という記述から室町仏光

寺周辺すなわち長谷川家からさほど離

れていないところに工房のあった可能

性がある｡興味深いのは天明5年(1785)

に山口蘭舟子が写した 《虚空蔵菩薩像》

(表4-2)(図5)で､これは原本が

六角堂能満院のものとされており､憲

海らが入る以前のことではあるが､山

口家が能滴院と関係のある工房であっ

たことを教えてくれる｡遺された図像

は多賀明神像､虚空蔵菩薩像､軍茶利

明王像､善女龍王像､七尊図､釈迦

十六羅漢図､地蔵菩薩像となるが､独

.辛
_
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L~.
I.･

ll■
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図5 虚空蔵菩薩像
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尊絵像が中心ながら､特殊な図像を含

む点が注目されるOまた絵仏師として､高僧像の需要にも応えたことがわかる｡また山口家に

関わる資料として､仏師高井綜玄氏所蔵の 《鞍馬毘沙門天正像》は蘭舟子が天明5年 (1785)

に鞍馬寺毘沙門天像を写生した粉本としてその活動状況を補う(15)｡山口家粉本については作者

にばらつきがあり､しかも所蔵印が少ないため､入手時期は判断しがたい｡

憲海が図像の収集を志す契機として､世に流布するところの仏画の質を憂えたことが伝えら

れているが(16)､こうして長谷川家との関わりを見れば､彼が必ずしも当時の絵仏師に対して否

定的立場を採っているわけではないことが理解される｡憲海が求めていたものは､その描き手

の質を問う以上に､描かれた図像の質であったと思われる｡それを言い換えるならば優れた仏

画よりも優れた図像を求めたといってよいだろう｡憲海らが版によって図像を普及しようとし

たのは､彼が重ねた多くの出会いの中で自ずと帰結した結論であった｡
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表3 能満院旧蔵粉本遠藤家関係資料

適布 名称 材1-年技も 員数 制作者 制11iF. 制作｢1 法則軌
n1 R:仰像 (合'l;E) 秋本ri1 1枚 遠藤 天叩9年 1789

OlJ?? 56.82 法状 (円光大師源空)像 献本自 1枚 遠藤 政3年
1791 02_n24 51.03 指導係 紙本｢l 1枚

遠藤 政3年 1791 02_/2J 50_74 7Yf-群像 秋

本l′】 1枚 遠藤 政4咋 1792 0し/27 38_25 法松 ( 光大
師源空)像 紙本lIl 1枚 遠藤 丑政4/rF- 1792 0Ln27 38.66 大師 智J.野LA像 耗本l二l 1枚 遠藤 'j!.政4i三

1792 08JOl 109.67 天海像 紙本Fl 1枚 遠
藤 政6咋 1794 03ノ24 51.58 椀物枇古像 秋本白

1枚 遠慮弁磁 政 lO∠ 1798 04_/27 69_39 級 紙本EJ
l 1枚 遠藤 ■ヾ政12咋 1800 03_/30 37.310 像 (持払子) 献本ltl 1枚 遠藤満智 'Jh政 12｣/.I 1800 0

4U/ll 67.8ll /級 (持払子) 就本山 1枚 遠藤浦智 政 12年
1800 04U/20 68.512 リツ像 雑木白 り 1枚 遠

Ai弁磁 ヰ)7-CJ' 1801 05ノ03 69.313 J宗果伯像 (持払子) 秋本向 1枚 遠藤捕智 *I2イ 1802
02ノ15 54_54 法然倣 秋本lll 1枚 遠藤 I

S24 1802 08ノ12 42.5こl f像 (持払 ) 耗本
山 1枚 】 戚 】2イ l802 08ノ17 46_516 ′像 (持払 ) 献本自 tl 1枚 満 竹 日2j 1

802 09ノ20 73.017 1.大師希玄 元像 秋本向 1枚 捕竹 ー2i
1802 27,518 】良イ介像 教本l′l 1枚 l3イ 1803

0lJ06 52.2t9 I像 秋本lj 1枚 弁磯 )31
1803 06_/20 28.020 級 紙本｢】l 1枚

満竹 ヒ元] L804 07_/0ユ 71.421 竹像 (符払子) 献本一三】り 1枚 i-;uiqllll ヒ6イ

1809 03_/18 39.222 p'l--火l手垢 茶羅l雲l 秋本Lllr'-部StYl.形 秩

ヒ11 1814 09_/15 107.523 十E.:薩来
迎図 秋本l̀l 1枚 ヒJ3 18.16 09ノ01 156_224 三礁 薩像 秋本仁l 1枚 ) 政元 ∠ 1818 07_/0

4 55.525 i良忍像 紙本｢l 1枚 政4イ

1821 09ノ27 47_026 三像 献本自 1枚 i 政LlJ

' 1821 09_/28 37.l27 llIfiR!宗LJ伸一毅 (持払子 .杖) 秋本Fl叫 1枚 J'# 文政5イ 】822 05_I?? 47_2
28 -TYf-頼像 新二Jqn )枚 i藤 文政6i 1823 02_n

8 55.529 ミ(lTJ光大仁qi源空)像 新本自 1枚 文政6i

1823 02_/28 47.230 J像 (持払子) 耗本山 JI 1枚 文政7イ
1824 ll_/30 45.01 炎仰像 (持払子) 教本lfl 1枚 文政84 1825

03_花0 55.52 釈迦IL宙排孜図 紙本lL1 1枚 弁磁 文政8年 1825
09_/00 101.23粥噂法然対面囲 秋本l'l 1枚 文政8咋 1

825 091/13 18.54 ilYf-避像 秋本L二l 1枚 i'感

文政9咋 1826 06_/20 27_75 珂弥陀二十五菩薩来迎図 耗不仁l 1枚 ㌧藤 文政10年 1827 04_/00 1
02.836 炎仰像 (持 ) 献本lJl 1枚 --頗満智 文政10咋

1827 07JZ0 46_237 粥-群法然 耗本ーJl 1枚 二虚構智.' 71二戸時代後期(那)lgthcenLurl◆ 07一

花8 96.038 ノliliA-大仁i 元保 郷こ本n 1枚 ､* 汁 亨代後期(那)

19lhcelllurl, 08ノ07 36_539 f像 (持払 Tl 献本白 1枚 t感 江戸幸代ノ期(Y.)l9lhcenlur).
08_/29 74.740 ～像 (定印) 秋本IL1 l枚 ∫ 江戸川fyJ(卯)

l9thcent叩 09ノ?? 28.041 _l釈迦像 献本l上l 1枚

満 懲 江戸時代後期 9thcelltun, 81.342 =像 献本Ej
1枚 二Jnlr.f代後朔 19thcentunl 75_2｣3 ～像

紙本ELl 1枚 二戸時代後期 64.54∠l 汁-トⅠ 大仙等蔓儲像 紙J1i

l∃ 1枚 雌 Tl'時代後期 39_845 :L1仁像 秋本l̀l 1枚
江戸的代後lgj 54.246 偶像 (持払子) 秋本Ij 1枚
-.戸Fー=.代後期 54.947 I像 (持仏 T-) 秋本lJl 1枚

∫ -.)]-哨代後Jyj19lhcenhln 38.748 .;(m北大n源空)像 秋本I'l 1枚 膝 TrELて代後期
27.749 像 秋本F'( 1枚 ∫ :戸Frt

代後柑j 68.550 ミ(I-1】北大niJL源空)像 紙

本l′l 1枚 二Fl'哨代後3g19thcenLunr 69_551 像

秋本l′E 1枚 ) Tl'Elモ代後)y19LhcentL)V 45.552 -I,lk 秋本lノl 1枚 メ l二戸時 1-A後期 19thcent



法1X.(樵)cmEr1.汚 毒酌!川ii- 収蔵衝号 *1 図録解号
*233.5 AE 遠藤絵

24.7 Al;∫ 仏絵ni
衆成-324.524.5 AF;J

仏絵師遠藤糸 ),W成-324426.5 Al;∫ 遠藤氏絵本
衆成一324327.5 AEー

遠藤氏絵14_1

AE1 行遠藤氏所持｣46.5

AE;】 -氏｣41_7 軌二L遠藤弁就所持｣
衆成-203826.3 A印 .J氏｣ 衆成一323
940.8 AE∫ 】所持｣

40.0 A印
持本｣32_8

A印 架成-323840.0 A

Eー28,0

27.5 AEI 1

34.3 AEI13.7 Al;I l j智之写｣洛lG1
-宗仙禅寺｣40.9 AE 尺天奄坑之琴｣仏画工遠藤所持｣ 卿jR-32

0414_0 Al;I ≠弁蔵本｣34.5 去EEft等｣仏画I
｣述藤捕#=lIl所持｣ 卿jR-110524_0 A仁】 指事満

39.0

77_4 A三
I 所40.6 さ民本｣3'吉若 君

梯｣47.2 A;r) り 大J51:r:融通 ノ写｣

射光-307023_4 勝本
｣28.0 A印 モ宗詰む;I完｣イム画二L遠藤所持｣

23.2 さ氏｣2

3.7 さ氏｣19_5 AEI さ氏｣

39.2 AEI ~1高

二塚村松し月俺御誹｣仏画工遠藤氏所持｣39.0 二▲ir藤弁

蔵 ｣ 米成一110030,3 I ｣
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｣39.1 去lu:t等遠 †



7.おわりに

長谷川家の画系を継承する仲家には､近世の長谷川家が守り伝えた粉本が多数残されている｡

桃山時代に源流を持つ画系が､現代に至るまでその系譜を存続させ､なおかつ火災などの困難

に遭いながらも､家業の象徴たる粉本を伝えている点は稀有の事例といえる｡膨大な粉本が所

蔵者によって公開されるときがくれば､本稿に論じた内容の確認または修正を行うことができ

るに違いない｡

一般の町絵師工房に対する美術史上の評価の低さに加えて､江戸時代後期の仏画に対する無

理解が､江戸時代の長谷川家に対する興味を失わせているのは事実である｡しかし政治的に安

定しており､仏画に対する需要も供給能力も高かった江戸時代は､その製作量と普及の程度か

ら見れば決して仏画の暗黒期ではない｡儀軌に対する無知や租漏な作画に陥る例が総体に多か

ったことは確かに否定できない現実であるが､その一方で､多くの学匠が生まれた江戸期の教

学は､仏画にもまたあるべき姿を求めることは自然の展開であった｡

無記名で制作されることが多い仏画では必ずしも作者がわかるとは限らないが､それでも木

村了塚の名で知られる木村家や柳刃宗庭の名で知られる神田家のように､作者の記録が残りや

すい例もある｡この長谷川家などはまだ作者の名が伝えられている絵仏師といえる｡近世にお

いて教学復興の潮流は決しておろそかなものではなかったが､それに比して経軌に則り仏画が

描ける絵師は得難かったのである｡興味深いのは､当時京都の絵仏師として著名であった木村

家の図像については能荊院粉本の中に 《十二天像》《徳川家康 (東照神君)像》の2件しか粉

本がないことである(47)｡確かに木村家は天台系寺院の注文を受けることが多いが､憲海が天育

系の図像も集めていることからすれば､それが大きな問題であったとは考えにくい｡縁がなか

ったといえばそれも重要な理由であろうが､木村家の画像に対して憲海があまり興味を示さな

かったところに､憲海の思考の機微があるように思える(18)｡

幕末期に図像の収集と普及を祈願した憲海は､長谷川家との出会いによって､自分自身の行

うべき方向を確認したに違いない｡巧みではあったが､絵仏師としては素人である憲海が､得

意の板刻によって図像を普及させようとするのは､決して気まぐれや思いつきではなかったと

思われる｡高野山金堂の彩色にも対応できる長谷川家は､絵仏師の工房としては組織的な活動

を可能とする体制を持っていた｡憲海個人の活動だった図像収集を､大義を以て工房を起こし

事業化するには､当然幾つもの障害を乗り越える必要があった｡長谷川家の存在は､この課題

の克服にあたって身近な指標として機能したに違いない｡

《注》

(1)怒海 (1798-1864)会掛 こ生まれる｡林岳､無言蔵､大願と号す｡長谷寺に修学し､会津富禰院に住したが､

後にこれを辞して入洛し､六角堂能満院に任して仏画 ･出版の工房を主宰したO

(2)大成 (182ト1891)越後に生まれる｡星高とも号す｡怒海に師事し､憲海とともに入浴して､能湘院の二亡房

を補佐する｡『御室版両部旦茶維』の脚坂に協力した｡
(3)京都市下京区室町通仏光寺下ルにあった山王神社の別当天台宗山王寺給持院は､明治維新後廃寺となりl≡Ⅰ

吉神社のみが同地に残る｡かつては天台座主によって山王祭が行われたことが F拾遺都名所図会Jr京都坊
日誌』に巻かれているO

(4)現光 (生没年不詳)｡関衆の出身と思われるが来歴不明｡憲海との合作に ｢資硯光｣と記す粉本があるので､
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何らかの師弟関係があると考えられる｡憲海らが能満院に移転後関東に移っている｡

(5)T古画備割 の記事に宗也系の末商として名が見えるのは､長谷川家と認識されている宗也 (新之丞)と宗

晴のみ｡等作と寄掛 ま長谷川家の者と考えるべきだが､雪渦潮 子という記事のみで長谷川家という認識が

ない｡等潤以下は見えない｡

(6)土居次義 ｢長谷川等伯画牧｣｢長谷川左近に関する一考察｣｢アメリカで見た長谷川左近｣｢長谷川左近と長
谷川等重｣｢長谷川宗宅について｣｢長谷川宗也に就いて｣｢長谷川宗也考｣以上は土居次義 F長谷川等伯研剰
(吉稚談杜､昭和 52年 6月)に収録｡山根有三 ｢長谷川宗宅等後研究｣｢長谷川左近 ･宗也 ･等憶 ･信近など

の画業について｣｢長谷川等秀 ･等学研究｣以上は山根有三 r桃山絵画研究 山根有三著作集六｣(中央公
論美術出版,平成 10年6月)に収録｡

(7)宮島新一 『長谷川等伯』(ミネルヴァ書房､平成 15年 11月)､197-201頁｡

(8)土居前掲往 6番､193-4頁｡

(9)慶長 5年 (1600)に諮成した本法寺 《浬梨園》に記された款記｡

(10)『七尾町旧記』(金沢市立玉川図書館近世史料館 (加越能文庫)所蔵)は土居前掲注 6番 216頁に影印翻刻

がある｡本資料の長谷川家系譜は大正時代に中川忠順により紹介された｡(土居前掲注6番 20頁｡)
(ll)本法寺は小川通寺之内上ルにある日蓮宗寺院｡永享 8年 (1436) 日新が東洞院綾小路に創建､破却や焼失

を経て､天正 15年 (1587)に現在地-移転した｡長谷川等伯が当寺十せ日通と親交があり､塔頭数行院に

寄宿したため､同院が長谷川家の菩提寺となったO

(12)信行寺は左京区仁王門通東大路西入ルにある浄土宗寺院｡知恩院末で､当初は寺町丸太町にあったが宝永5

年 (1708)の大火後､現在地に移転された｡｢長谷川宗也考｣前掲注 6番参照｡

(13)本資料は公刊されたものがないので､以下の通り序を翻刻する｡

票禦 去帳天明八朋 歳依火災焼岩スo故今玄E][欠 】囲 古過帳而■窟 之｡イ備 遠イ巌 ココ憲ンヲ以テ先祖代々
為恩謝卜者也｡

長谷川家代々宿坊次第之事.

等伯 日蓮宗也則小川頭本法寺塔内数行院｡

宗也一等伯実子一慶安年中改宗為浄土宗､乃頂妙寺通東信行寺為宿坊｡但シ明和年中迄｡
ヨ ウナ オコクラカウ十ウ モロトモキュウセイ

等潤幼稚之時川端八兵衛為養子｡従九才時学画､養父母仕而不 怠 孝養｡其後養父母諸共旧姓帰長谷川｡コロ
其比宗旨有故及論､依之明和年中又寺町天性寺走宿坊者也｡天明戊申火災前-lf'彼寺境内栄源院為宿坊､今

ハ維彼院也｡

本 本法寺

信 信行寺

天 天性寺

戒名上以朱字本信天加三字､而知宿坊之為行文卜者也｡

(14)土居前掲注 6番､212-3頁に影印翻刻がある｡
(15)序は以下の通りQ価刻は新たに起こした｡

此予力家之系譜わ､先乃宗雪輩こて､左に記せることく書代々伸へぬれとも､天IIJJ戊申大火の時焼失しけり｡

父等潤もあらましは覚れとも､文を委しくハわかちかたし｡雛に父の姉精俊尼之方こ､祖父宗酒の筆にて､

反古ごとき紙こかき記し博え置れし書あり｡是お見て亦予力写取て己力家の系となし伴ふる者也｡｣

(16)宮島前掲往7番､94-96頁｡
(17)中村渓男 ｢発見された等伯系譜｣(FMUSEUMj64号､東京国立博物館､昭和 31年 7月)ll - 13頁｡
(18)序文は以下のとおり｡

原巻は長谷川信次所有の処､大正拾弐年九月一日関東大震災の トキ焼失したるが､等英妾腹の一子山崎喜

作原巻の複写を所持せるを以て､信次後継者幸吉之を写し､此巻を作成す｡昭和弐年九月壱日｣

(19)天性寺は寺町通三条上ルにある浄土宗寺院｡智恩院末で天正 5年 (1577)に創建された｡

(20)海津天神社の 《三十六歌仙図≫の落款｡寛永 7年 (1630)6月の年紀とともにこの款記がある｡
(21)土居前掲注 6番､140頁｡

(22)等憶の養子宗伯 (1637-1687)は名を信近といった｡F古画備考』二十三に ｢長谷川宗伯信近｣の項がある｡

(23)長谷川宗伯雪棚 (1666-1724)､長谷川宗伯雪嶺 (1755I1830)がいる｡両者とも養子である｡

(24)絵屋は中世末から近世初期にかけて主に世俗画制作を行った業者｡仲家本系譜の等伯の項でもその工房を

｢にぎやかなる絵屋也｣と称しているO山根有三 ｢絵屋について｣(『美術史』48号､美術史学会､昭和 38

年 3月)

(25)『本朝画史』巻第3 中性名品 ｢等悦 重大黒井雑図､筆意撃雪舟｡｣雪舟流として中世に分類されているが､
この等悦は長谷川宗也と見るべきであろう｡巻第4 専門家族 ｢長谷川宗也 等伯之庶子也､世其家業､然
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筆力不迎父､戎其後荷至干今平｡｣
(26)『本朝画刺 巻第3 中世名晶 ｢僧等聾 専念宗之僧而居泉州堺津安泰寺､撃雪舟､遥鍾場外難臥 得其名o｣
雪嫡一流として中ILa･に分類されているが､この等誉は長谷川家の一人と見るべきである.

(27)前掲注 6の宗也関係論文及び山根有三 ｢葛に昆虫図解風について｣(『古実利 4号､三彩社､昭和 39年3月)

による｡『屑馴 れ範』初編に祇園社の 《大黒布袋角力図≫あり､｢明暦三丁酉仲春下抗/長谷川新之丞筆｣
とあり｡F新修京都荘割 8巻 (臨川書店､19684)339頁｡

(28)｢扇循軌範J二編二日目二祇園絵馬所の 《鍾旭図》あり､｢享保十三戊申年五月吉祥t≡l/願主自省嫡-̂ 代長谷

川手右術門宗清六十巌輩｣とありor新修京都叢書j8巻 (臨川書店､昭和 43年4月)458･464頁｡

(29)仙台市宮城野区二の森にある祥麟山伊達家墓所は､伊達慶邦後室をはじめとする伊達慶邦縁者子女の墓地｡

閑子が埋葬されたころは現在地よりやや南方の旧小田原村にあった｡

(30)墓碑銘に ｢上州 :]治八年乙亥六月二十七EJ病終年寓居享年五十三年九閏月葬 陸前陸l宮城郡小田原邑祥麟Lh

朕幡氏墓側従前其識也｣とある｡

(31)《大元帥明王図》『高野山の明王像』(高野山霊宝館.平成5年 7月)62頁に図版が掲載される｡

(32)元興寺文化財研究所編 r豊山長谷等拾遺 第二蛸 版木』(平成 11年5月､総本山長谷等文化朋等保存調

査委員会)34頁O軸袈貼紙単著に ｢自雪嫡五代等伯七壮孫/長谷川等叔藤原宗朝蕃 (印)｣とあるという｡

(33)八幡社所有の絵馬 ｢白雪嫡十二代/長谷川等叔 (印 ｢越中岩瀬｣)｣の落款と､｢奉納/文政五年壬午三月/右/

桝屋庄治郎/敬El｣の袈墨良書‡一ありQ
(34)前掲注 32番､185頁O
(35)高野LLl小EEl原にあった率Ii,馴堤は中島坊報JEIJ堤といい行人万上通であった｡高野山を訪れた松尾芭張との緑

が伝えられるO明治維新に学侶方の普賢院と合併 し中島坊普嬰院となり現在に至る｡普矧堤に問い合わせ
たところ､旧事臥馴堤墓地については不明であるとの回答であった｡

(36)作者を掲減していないが､《愛染明王十七尊星茶羅図》は 『高野山の明王像』(高野山霊宝飼主.;.平成 5-年 7月)
62頁に､《仁王洋犬旦茶雄図》は 『sacredTreasuresol.MountKoya 高野山密教秘宝展』(Honolulu
AcademyorArLs,2002)66頁に図版が掲我されている｡注 31とともに高野山における長谷川家の仏画作

品については高野山霊宝館の中安真理氏にご教示をいただいた｡
(37)井谷善恵 丁近代陶磁の至宝 オールドノリタケの歴史と背景j(里文出版､平成211年1月)103-111頁｡

(38)2013年 11月22[=二仲春洋氏に商談し､聞き取 りを行ったO
(39)萩原船山 (1774-1846)は狩野派を学んだ町絵師で満の絵串御用を受けることもあった (坂井正喜 r会津人

物事少1.L 画人刷 歴史春秋出版､平成元年 12月 O1441145頁).憲海が住職を務めた喜禰院の近くに住み､

知己であった｡

(40)前掲注32譜‥､38頁｡長谷寺に所蔵される絵画版本中に森田易信､森肝易知の名が見える｡
(41)El剃 (1674-1748)は京都llh身の日蓮宗の僧｡長谷川等収は文化 12年 (1815)に本法寺にある長谷川等伯

の 《淫楽図≫を模写 (仲家所蔵)しており､檀那寺ではなくなったものの､本法寺と長谷川家のつなが り

が断たれたわけではなかった｡

(42)《大元帥明王I宝I》については前掲注 31番 107頁による｡

(43)《愛郷 胴王十七R'=賢免茶雄図≫は､能荊院旧蔵長谷川家関係粉本に同じ主題のものがあるが (衷 1-101)､金

剛峯寺本は理趣経免茶経に準 じてTIF1-1かれた珍しい図像として別図をなしており､より深いI窒l像へのIA!.僻が

必要となっている｡前掲注 31譜 103頁による｡

(44)『京羽二重』巻6｢絵仏｢;fEJIJの項 (『新修京都叢書』巻2,臨川書店､昭和 44年 10月,20415頁)0
(45)南井喋玄 m･)liriLfi一 円LLl派下絵集 1』(光村推古書院株式会札 平成 9年5月)106頁｡
(46)小FIヨ慈州 ｢御室版両部旦茶荊!の開版と典功労者｣(『密宗学報』第 178号,昭和 3年 6月)290-291頁o
(47)両粉本とも会津から京都に入る途次､弘化2年 (1845)に江戸の護匡侍 で模写したものである｡《徳川家康
(刺 鮒 君)像》(収蔵帝号 130020680200)は貞事3年 (1686)に七代了琢が制作 した原画からの模写｡《十二
天像》(収蔵番号:130020422001-130020422010)は了琢による御幾本縮写からの模本で 12枚のうち9
枚が造る｡

(48)怨海人潜時の木利家当主は13代了琢徳網であったが､その作に対しては､形式化が進むとする実i'J:兄がある｡

大iibd芳雄 ｢絵仏師木村了琢一東照宮深秘の壁画について｣(『東京国立悼物館紀刻 第 10号,JfT,'利 50年3月｡)

付記

本稿をなすにあたり､快く資料の閲覧をお許しいただき貴重なお話をいただいた仲春洋様､貴重な情報をご教示

いただいた高野山霊宝館の中安真理様､高野山真言宗別格本山普貿院様には､深く感謝の意を表すとともに厚く

御礼を申し上げます｡

- 34-


